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事 務 事 業 の 概 要 
 
１ 概況 
 (1) 学校の沿革 
   昭和33. 4. 1 静岡県立養護学校設立。静岡療護園の一部を仮校舎として発足 
          （静岡市小鹿１番地） 
     34. 5. 3 校舎第１期工事完成（10教室 812.04 ㎡） 
     35. 4. 1 小学部６学級増級（計 15学級） 
     35. 6.30 校舎第２期工事完成（本館）（1,337.68 ㎡） 
     36. 4. 1 静岡県立養護学校天竜分校発足 
     39. 4. 1 天竜分校は静岡県立天竜養護学校として独立 
     39. 4. 1 静岡県立静岡養護学校と校名変更 
     39. 4. 1 静岡県立静岡養護学校西部分校発足 
     41. 4. 1 静岡県立静岡養護学校東部分校発足 
     45. 4.28 高等部の開設（静岡市曲金１丁目 203－4） 
     46. 4. 1 高等部に寄宿舎設置（県立静岡盲学校の寄宿舎の一部を借用） 
     49. 4. 1 静岡県立中央養護学校と校名変更 
          東部分校及び西部分校は、静岡県立東部養護学校及び静岡県立西部 
          養護学校として独立 
     50. 4. 1 新校舎第１期工事完成により移転（静岡市漆山 777）(6,458.00 ㎡) 
          小鹿校舎と２か所にて授業実施 
     53. 7.15 新寄宿舎完成（咸宜寮）（静岡市漆山 777）（1,104.48 ㎡） 
     54. 4. 1 養護学校義務制に伴い訪問教育を開始 
     54. 6.15 管理棟校舎増築工事完成（687.20 ㎡）  
     55. 4. 1 小鹿校舎は静岡県立静岡南部養護学校として独立 
     57. 4. 1 県立こども病院・国立療養所静岡東病院に訪問教育新設 
     58. 9. 2 プール完成（632.00 ㎡） 
     60. 3.15 体育館完成（629.37 ㎡）  
     61. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 20人を 30 人に改正 
   平成 3. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 30人を 27 人に改正 
      7. 3.30 校舎棟小学部Ｂフロア便所増設工事完成（31.11 ㎡） 
     11. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 27人を 30 人に改正 

高等部訪問教育実施 
11. 9.30  耐震補強建設工事（建築・電気・機械）完成 

（管理棟延 1,146.49 ㎡、教室棟延 5,729.16 ㎡） 
     12. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 30人を 33 人に改正 
     16. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 33人を 30 人に改正 
     17. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 30人を 33 人に改正 
     17. 4. 8 静岡てんかん・神経医療センター内に病弱学級開設 
     18. 4.10 社会福祉法人・小羊学園つばさ静岡で訪問教育開始 
     19. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 33人を 36 人に改正 
     20. 4. 1  静岡県立中央特別支援学校と校名変更 
              学則一部改正、高等部生徒１学年定員 36人を 27 人に改正 
     20.11.29  静岡県立中央特別支援学校創立 50 周年記念式典 
     21. 4. 8  県立こども病院に訪問教育開設 
     22. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 27人を 33 人に改正 
     24.11.14  校舎棟中学部外便所増設工事完成（14.52 ㎡） 
     25. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 33人を 30 人に改正 
     27. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 30人を 33 人に改正 

28. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 33 人を 30人に改正 
30. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 30 人を 36人に改正 

     30.11.14  静岡県立中央特別支援学校創立 60 周年記念式典 
     31. 4. 1 学則一部改正 高等部生徒１学年定員 36人を 27 人に改正 
   令和 2. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 27人を 30 人に改正 
   令和 6. 4. 1 学則一部改正、高等部生徒１学年定員 30人を 18 人に改正 
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 (2) 組織図校務分掌表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各

種

委

員

会 

・安全対策委員会 
・医療的ケア検討委員会 
・人権教育推進委員会 
・生徒指導委員会（いじめ対応委員会含む｡) 

・校内就学支援委員会 
・高等部入学者選考委員会 
・寄宿舎運営委員会 
・情報管理委員会 
・チーム学校推進委員会 
・教科書選定委員会 
・献立作成委員会 
・学校給食用食品選定委員会 
・アレルギー対応委員会 
・スクールバス運営委員会 
・職員交通安全委員会 
・職員安全衛生委員会 
・学校施設開放委員会 
・交流教育推進委員会 
・道徳教育推進委員会 
・学校保健委員会 
・教育課程編成委員会 

職

員

会

議 

運
営
委
員
会 

企

画

会 

（安全部） 

・保健課  ・医療的ケア課  ・給食課 

・防災課  ・生徒指導課   ・総務課 

 

（指導部） 

・教務課   ・研修課  ・自立活動課 

・情報教育課 ・体育課  ・進路指導課 

 

（連携部） 

・図書表現課 

・地域支援連携課（特別支援教育コーディネーター） 

舎 務 会、舎 監 会 

教科部会

校

 

長 

事 務 部 

小  学  部 
中  学  部 
高  等  部 
（訪問・病弱学級） 

学 部 会 

 

教

頭 
 

 

副

校

長 
 

事

務

長 

舎 務 部 

学年主任者会 

学年会・グループ会 

主 

事 

会 
 

Ｐ Ｔ Ａ 

 

学校関係者評価委員会 

コンプライアンス委員会 

学校運営協議会 
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２ 目指す学校像 

  「皆と共に 心豊かに たくましく 生きる力を育てる」 

    安全・安心な学校づくり  

    生きる力を育む授業実践 

    地域や社会に開かれた学校づくり 
 

３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等（重点目標はゴシック体で記載） 

 (1) 令和５年度の取組目標への評価及び成果と課題 

     評価基準  Ａ：成果を上げた         Ｂ：成果を上げつつある 

           Ｃ：あまり成果が上がっていない  Ｄ：成果が上がっていない 
 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

安

全

・

安

心

な

学

校

づ

く

り 

児童生徒の

人権を守る

取組の推進

（キラリ＆

ホットの浸

透） 

・人権チェック

シートの項目を

意識し、人権を

尊重した言動を

行うことができ

た教員 100％ 

・教職員に求められる倫

理観や人権感覚につい

て、学年やグループで

定期的に振り返る機会

を設定し、人権を尊重

した言動ができた教職

員 100% 

Ａ 

人権チェックシー

トやグループ目標

シートの活用、キ

ラリ＆ホットメッ

セージの掲示が有

効であり意識向上

につながった。 

災害時、非

常時におけ

る防災、防

犯体制の整

備と定着 

・訓練や研修に関

連 し た 防 災 マ

ニュアル各項を

参考に、学部、

学年の防災、防

犯の体制につい

て考え、整備を

進めたと答える

職員 90％以上 

・災害時や非常時を想定

した図上訓練や実地訓

練を行い、現状の防

災、防犯体制の改善点

を見出すとともに、職

員個人が災害時、非常

時の最善の行動につい

て考えることができた

教職員 98.4% 

Ａ 

防犯訓練では課題

が明らかになり各

種ミニ訓練では、

事後学習の徹底を

図り児童生徒と共

に考える時間が持

て、対応できる職

員が増えた。 

命を守る緊

急時・災害

時の対応力

の向上 

・「緊急時や災害

時に自分がどう

動いたらいいの

か」を研修や訓

練ごとに見直す

ことができた職

員 100％ 

・学校における緊急時・

災害時の対応方法を保

護者と共有するため

に、緊急時対応表の作

成見直しの場を設けた

振り返り、医療的ケア

災害時対応訓練に参加

できた教職員 100% 

Ｂ 

学部２回の緊急時

対応訓練では、

様々な場面を想定

し、学部全体で動

いて学ぶことがで

きた。 

安全・安心

な給食の提

供と摂食指

導の実施 

・摂食に関わる将

来の願う姿を考

え、発達段階や

目標を意識して

摂食指導ができ

た と す る 職 員

90％以上 

・基本研修や摂食講習

会、学年・グループで

の研修を通して、摂食

指導の目標や有効な介

助方法を確認したり共

有したりすることがで

きた教職員 89.4% 

Ｂ 

摂食指導につい

て、目標を意識し

て取り組め、学ん

だ職員が増えた。 

感染症対策

を踏まえた

上で活動で

きる環境づ

くり 

・感染症対策を踏

まえて指導する

ことができた職

員 90％以上 

・感染症対策チェックリ

ストを活用して定期的

に確認することができ

た教職員 100% 

Ａ 

新型コロナウィル

ス感染症対策を講

じて指導継続する

ことができた。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

児童生徒の

視点に立っ

た生活しや

すい環境づ

くり 

・児童生徒が生活

しやすい環境に

ついて、意見交

換をして改善す

ることができた

職員 90％以上 

・生活しやすい教室環境

や見やすい掲示板づく

りの情報提供を通し、

グループで意見交換や

新たな視点での安全点

検に取り組んだ教職員

97.6% 

Ａ 

環境整備の呼びか

けや早めの掲示板

の割り振りの周知

などが環境整備に

効果があった。 

生

き

る

力

を

育

む

授

業

実

践 

「将来の豊

かな生活」

を見据えた

個別の指導

計画の作成 

・児童生徒の実態

と将来の生活像

からの読み取り

や、各教科等の

目標を踏まえた

個別の指導計画

の目標を設定す

ることができた

職員 100％ 

・目標評価確認日を使っ

て、将来豊かな生活を

送るために、必要な力

を検討できるよう、資

料を活用や、作成の視

点や教科の捉え方を確

認して作成できた教職

員 100% 

Ａ 各学部の目標評価

確認日の運営をす

ることで、個人や

グループ単位での

検討をすることが

できた。 

「何ができ

るようにな

るか」「何

を学ぶか」

「どのよう

に学ぶか」

を明確にし

た授業づく

り、生活指

導 

・取組目標にある

３つの姿を明確に

して授業づくりを

した職員 90％以上 

 

・現在と将来の豊かな生

活を見据え、単元や目

標、学ぶ姿を想定し

た、授業研究の実践を

通して、軌道修正しな

がら指導と評価を一体

化させる授業づくりが

できた教職員 99.2% 

Ａ 

学部研修を通し

て、目標を共有

し、授業実践に取

り組み、授業づく

りが充実してきて

いる。 

進路指導の

視点を生か

した日々の

指導や支援

の充実 

・進路指導の視点

を個別の指導計

画の作成や見直

しに生かすこと

が で き た 職 員

90％以上 

・個別の指導計画の目標

設定時に、進路指導の

視点を意識して目標設

定や見直しができた教

職員 94.3%。 

Ａ 

「卒業後の豊かな

生活」を具体的に

考えられる職員が

増えてきた。 

スポーツを

身 近 に 感

じ、生涯ス

ポーツにつ

ながる教育

活動の充実 

・児童生徒が体を

動かす習慣を身

に付けたり、生

涯にわたってス

ポーツに親しん

だりする姿を目

指して「する・

みる・支える・

知る」の視点で

指導やイメージ

が で き た 職 員

80％以上 

・「する・みる・支え

る・知る」の捉え方や

授業実践について情報

発信及び啓発を通して

指導のイメージが持て

た職員 90.2% 

Ａ 

児童生徒の昇降口

付近に設置した、

４つの視点をもと

にしたスボーツ紹

介ボードの効果も

出てきている。 

児童生徒が

力を最大限

に発揮でき

・指導において

ICT 機器の活用

を検討又は実施

・授業実践の共有やアプ

リの使い方の情報提供

を通して、「使ってみ

Ａ 

掲示板で、アプリ

の障害やミニ学習

会の提案をしたこ

4



 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

るための授

業における

ICT 活用の

試みの推進 

できた職員 80％

以上 

よう」と思えた職員

97.6% 

とで、情報担当者

も活用するように

なった。 

実態を的確

にとらえた

目 標 設 定

と、生活年

齢や発達段

階に応じた

指導の充実 

・前後期末に、自

立活動の指導力

の向上を実感で

き て い る 教 員

80％以上 

・学年や学習グループ等

の単位での自立活動の

指導に関する学習会

（ＯＴ巡回指導等を含

む）を通して指導実践

できた職員 94.3% 

Ａ 

OT の巡回指導や課

長のフリー巡回時

などの時間も活用

できるようになっ

てきた。 

専門性の向

上と効果的

な T-T の実

現を目指し

た教員集団

の育成 

・教材研究日を活

用しグループを

主体とした研修

や T-T の価値観

共有を図り、効

果的な T-T によ

る指導が実感で

きた教員 90％以

上 

・教材研究日を活用し、

グループや学年を主体

とした研修の充実と

T-T の価値観の共有を

図ることができた職員

95.9% 

Ａ 一人一人の教材研

究や子供に向き合

う時間を持つこと

が浸透し、定時退

勤が浸透してきて

いる。 

地

域

や

社

会

に

開

か

れ

た

学

校

づ

く

り 

地域や社会

とつながり

合う授業実

践の積極的

な取組と発

信 

・学校と地域（麻

機地区を含む静

岡市、児童生徒

の居住地区）間

で、地域を生か

した関わり（間

接的な交流を含

む）を実践でき

た職員 90％以上 

・地域のモノ・コトを生

かし、地域のヒトと連

携・協働した実践や間

接的な交流を行うこと

ができた職員 92.7% 

Ｂ 

授業を通して地域

と学校との協働授

業の頻度があが

り、充実した授業

となっている。 

地 域 の 人

的・物的資

源を活用し

た読書活動

や表現活動

の展開 

・本の読み聞かせ

や電子図書等の

読書活動、鑑賞

教室や各種作品

展をとおして学

校外の世界と関

わることができ

たといえる職員

90％以上 

・「おはなしの会」や読

み聞かせ、電子図書を

はじめとする図書の活

用や、作品展への出展

を通して学校外の方と

関わることができた職

員 95.9% 

Ａ 

読み聞かせや作品

等を通して、感想

を伺うなど外部の

方とのつながりを

持つことができ

た。 

 

 (2) 令和６年度の取組目標・達成方法・成果目標（重点目標はゴシック体で記載） 

  ① 安全・安心な学校づくり 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

児童生徒の人

権を守る取組

の推進（キラ

リ＆ホットの

浸透） 

・教職員、教職員、児童生

徒向けにキラリ＆ホット

について広く発信してい

く機会を設けたり、教職

員に求められる倫理観や

・人権チェックシー

トの項目を意識し

た、人権を尊重し

た言動を行うこと

ができた教員 100％ 

安 

 

全 

 

部 

生徒指導課 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

人権感覚を定期的に振り

返る機会を設定したりす

る。 

イ 

災害時、非常

時における判

断 力 、 行 動

力、連携の向

上につながる

訓練・研修・

振り返りの充

実 

・外部機関の講師から専門

的な知識や意見を得て、

非常時の連携の向上を図

る。 

・災害時や非常時を想定し

た図上訓練や実地訓練を

行い、現状の防災、防犯

体制の改善点を見出すと

ともに、職員個人が災害

時、非常時の最善の行動

について考える機会を設

ける。 

・自らの立場や役割

の中で、あり得る

リスクとリスク回

避の行動を考える

ことができたと答

える職員 90％ 
防災課 

安全で健康的

な生活を送る

ための環境の

充実 

・緊急時対応訓練の定期的

な実施と周知を行う。 

・保健指導による定期的な

呼び掛けや情報発信によ

る注意喚起と情報共有を

行う。 

・安全で健康的な生

活を送るための環

境づくりができた

職員 90％以上 
保健課 

安心安全な医

療的ケア実施

体制づくり 

・外部講師を招いて、日々

の実践に生かすことので

きる内容を取り入れた研

修を行う。 

・未然防止や再発防止、誰

もが対応できるための情

報発信を、発信するタイ

ミングを工夫しながら行

う。 

・保護者、教員、医療的ケ

ア看護職員等の円滑な連

携の体制をつくる。 

・教員、保護者、医

療的ケア看護職員

が、円滑な連携を

して医療的ケアを

実施することがで

きた職員 100％ 医療的ケア

課 

ウ 

将来の豊かな

生活に向けた

食育の推進 

・「食に関する指導の全体

計画」を提示し、食育の

視点を意識しながら年間

指導計画を作成し、実践

できるようにする。 

・昇降口の掲示やお昼の放

送、掲示板などで情報発

信をしたり、食に関する

授業の紹介を行ったりし

て食育の推進を図る。 

 

・「食に関する指導 

の全体計画」に基

づいた年間指導計

画に沿って食に関

す る 指 導 を 実 施

し、児童生徒の食

への興味関心を広

げることができた

職員 90 ％以上 

給食課 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

 

児童生徒の実

態に合った、

安全で生活し

やすい環境づ

くり 

・安全で生活しやすい教室

環境や効果的な壁面掲示

例について情報提供し職

員間で共有できるように

する。（防災課、地域連

携課と連携） 

・学習グループ 外 や防災

課等の異なる視点で安全

点検を行う機会を設け、

工夫の幅を広げられるよ

うにする。 

・児童生徒の実態に

合った生活しやす

い教室環境につい

て、意見交換をし

て改善することが

できた職員 90％以

上 

 

総務課 

エ 

心理的安全性

が感じられる

学 部 、 パ ー

ト、寄宿舎の 

環境づくり 

・職員同士の対話を通し

て、会議の進め方や傾

聴、共感の姿勢、意見集

約の仕方等を工夫する。 

・新たな意見やアイディア

を歓迎する風土を作る。 

・職員間の意見交換

や保護者対応の場

面で、傾聴や共感

の姿勢を持った言

動 が で き た 職 員

90％以上 
主事会 

チーム学校 
・放課後の会議一覧や各課

主催の研修に関する情報

の整理と周知をし、教材

研究や自己研鑽のための

時間を確保する。 

・毎週の教材研究日

を有効に活用でき

た職員 90% 以上 

 

  ② 生きる力を育む授業実践 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

オ 

児童生徒の実

態に応じた教

育 活 動 の 計

画、実践の推

進 

・個別の教育支援計画や個

別の指導計画の基本的な

考え方を再確認し、それ

らの作成・評価時の支援

を担う。（自立活動課、

給食課、研修課、進路指

導課、地域支援連携課と

連携） 

・目標と評価の一体

化を理解して日々

の教育活動を行え

ていると実感して

いる教員 70％以上 

指 

 

導 

 

部 

 

教務課 

 

進路指導の視

点を生かした

日々の指導や

支援の充実 

・学年主任やグループチー

フ等を中心に学年やグ

ループの教職員が進路指

導の視点を意識して個別

の指導計画の目標設定や

見直しをしたり、授業づ

くりをしたりできるよう

に、情報発信や共有およ

び啓発を実施する。 

・進路指導の視点を

もって個別の指導

計画の作成・見直

しや授業づくりが

できた職員 90％以

上 

進路指導課 

生涯スポーツ

につながる教

育活動の充実 

・「する・見る・支える・

知る」の視点での授業実

践に向けた取り組みを行

う。 

・スポーツへの興味関心を

深めたり、意欲を高めた

りする取り組みを行う。 

・児童生徒が生涯に

わたってスポーツ

に親しむ姿を目指

し て 「 す る ・ 見

る ・ 支 え る ・ 知

る」の視点で指導

ができた職員 90 ％

以上 

体育課 

 児童生徒が力 ・指導におけるタブレット ・指導においてタブ 情報教育課 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

 

 

 

 

カ 

を最大限に発

揮できるため

の授業におけ

る ICT 活用の

試みの推進 

端末活用の実践例、入出

力支援機器の操作方法を

中心とした ICT 機器の

活用に関する職員研修や

情報提供を行う。 

レット端末、入出

力支援機器の活用

を実施できた職員 

70 ％以上 

卒業後の「豊

かな生活」を

見据えた目標

設定と、個々

の実態に応じ

た根拠ある自

立活動の指導

の充実 

・学年や学習グループ等の

単位での自立活動の指導

に関する学習会（巡回指

導等を含む）の実施とそ

の内容を共有する。 

・自立活動の指導に

関 し て 、 根 拠 を

持って指導するこ

と が で き た 職 員 

80 ％以上 
自立活動課 

キ 

「何ができる

よ う に な る

か」「何を学

ぶか」「どの 

よ う に 学 ぶ

か」を明確に

した授業づく

り、生活指導 

・単元目標達成までに児童

生徒が「どのように学ん

でいくか」を具体的な姿

で想定した上で、単元中

の○次ごとの目標、指導

内容の設定ができるよう

方針の周知や書式の整理

で支援する。 

・授業研究を通して、軌道

修正しながら指導と評価

を一体化させる授業づく

り、生活指導を推進す

る。 

・取組目標にある３

つの姿を明確にし

て授業づくりをし

た職員90％以上 

研修課 

 

  ③ 地域と社会に開かれた学校づくり 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ク 

地域や社会と

つながり合う

授業実践の成

果の共有 

・地域のモノ・コトを生か

し、地域のヒトと連携・

協働した実践（間接的な

交流を含む）の充実のた

めに、地域に関する情報

提供と、各実践を増や

し、価値付けを共有す

る。 

・学校と地域（麻機

地 区 を 含 む 静 岡

市、児童生徒の居

住地区）間で、地

域を生かした関わ

り（間接的な交流

を含む）を実践で

きた職員 90％以上 
連 

 

携 

 

部 

地域支援連

携課 

ケ 

社会との「つ

ながり合い」

と、生涯学習

につながる教

育活動の充実 

・ボランティアによる「お

はなしの会」や学習での読

み聞かせ、電子図書、調べ

学習等の図書の活用を通し

て読書活動を推進する。 

・各作品展への出展や芸術

鑑賞が充実するように校内

での鑑賞会の計画、実施す

る、外部会場での鑑賞会や

・本の読み聞かせ等

の読書活動、外部団

体を招いての鑑賞教

室や各種作品展を通

して社会と関わるこ

とができたといえる

職員 90 ％以上 

図書表現課 
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アウトリーチ鑑賞会等の情

報発信と推進を積極的に行

う。 

 

４ 監査対象期間における特色ある取組  

年度 取組概要 成果及び課題 

５年度 

子どもの人権を守る取組

の推進 

・継続して、キラリ＆ホットの呼びかけや教員向け人権

感覚チェックシートを学期 1 回ずつ計画・実施してい

る。また、夏季休業中の人権研修では、研修時間を普

段より長くとり、少人数でのグループワークを通し

て、意識の向上につなげることができた。更に、教師

が人権課題を自分事として考えていくことができるよ

うな活動ができた。 

・児童生徒及び保護者に対していじめや体罰に関するア

ンケートを実施し、回答の背景を探り、安全安心な学

校づくりを目指し取り組んだ。 

児童生徒の視点に立った

生活しやすい環境づくり 

・児童生徒の特性を踏まえた、生活しやすい教室環境や

見やすい掲示例の情報提供を進めてきた。 

・防災の視点をより強く持ち、毎月の安全点検で環境改

善を図ることができるように努めた。 

「何ができるようになる

か」「何を学ぶか」「ど

のように学ぶか」を明確

にした授業づくり、生活

指導 

・「将来見据え表」を活用して、児童生徒の「将来の豊

かな生活」を想定し「何ができるようになるか」（育

成を目指す資質能力）や「何を学ぶか」（単元・題材

目標）の関係性を明らかにしてから授業実践を行う教

員が増えた。 

・授業で身に付けた力の生活への汎化を、どのように評

価していくかについて共通理解することができた。 

実態を的確にとらえた目

標設定と、生活年齢や発

達段階に応じた指導の充

実 

・外部講師として作業療法士の巡回指導を設定してい

る。実態に応じた体の使い方や姿勢について学び、そ

の内容を学部内で周知することができた。校内へ情報

を発信することで指導の充実につなげることができ

た。 

・学習グループのニーズに応じて自立活動学習会の実施

を呼びかけている。学習会で行った内容を他グループ

に発信し、指導の充実につなげることができた。 

生涯スポーツにつながる

教育活動の充実 

・「する・みる・支える・知る」の４つの視点を生かし

た教育活動の充実を重点とし、取り組んだ。年間を通

して４つの視点についての情報や考え方を発信したこ

とで、全職員が目の前の児童生徒の豊かなスポーツラ

イフについて考え、意図を明確にした授業づくりにつ

ながった。 

地域や社会とつながり合

う授業実践の積極的な取

組と発信 

・１学期から交流籍を活用した交流及び共同学習を計画

し、直接交流の実施を目指して双方の学校で相談が進

んでいる。居住地でのつながり合いに広がりを持てる

よう取り組むことができた。 

・地域の方との連携を通して、児童生徒の学びの幅が出

てきている。今後もこれらの機会を大切にし、授業づ

くりを進めたい。 

 

 

児童生徒の命と人権を守

る取組の推進 

・児童生徒の心の成長や友達との結びつきに加え、学校

に関わるすべての人の人権意識の向上を目指し、キラ
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年度 取組概要 成果及び課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年度 

リ＆ホットキャラクターの募集プロジェクトを進め

た。後期の学校行事内で披露し、その意図を共有して

いく。 

・グループ毎の目標設定や人権トークと共に、全校での

研修を設定し、一人一人を大切にする風通しのよい職

場を目指している。今後も継続して取り組んでいく。 

児童生徒の実態に合った

生活しやすい環境づくり 

・校内展示ギャラリーの有効活用について、図書表現課

と共に推進することができた。一方、各教室環境の工

夫点の紹介等が進まなかったため、後期は、生活しや

すい環境について課内や他課を交えて検討し、紹介で

きるよう取り組んでいきたい。 

「何ができるようになる

か」「何を学ぶか」「ど

のように学ぶか」を明確

にした授業づくり、生活

指導 

・三年目を迎える今年は、研修のキーワードを「想定し

(=Plan 実態把握→目標設定→授業計画)、仕掛けて見

取り(=Do 日々の授業実践)、評価して(=Check 学習評

価、指導評価)、次への一手考える(=Action 改善)」と

した。このことで、児童生徒を主語とした想定の重要

性に気づくことができた、また、評価規準と基準の意

図等を理解し、授業を計画していきたいという姿勢を

持つことができた。 

・学びの想定シートの活用と評価規準・基準の効果的な

用い方については模索中である。 

「将来の豊かな生活」 

を見据えた目標設定と、

個々の実態に応じた根拠

ある指導の充実 

・毎年継続し外部講師として作業療法士及び理学療法士

の巡回指導を設定している。実態に応じた体の使い方

や姿勢について学び、その内容を学部内で共有し、校

内へも情報発信して指導の充実に努めている。 

・教材教具展を企画し、様々な教材教具を紹介し合うこ

とかでき、興味を持って学ぶ姿が見られた。 

生涯スポーツにつながる

教育活動の充実 

・「する・見る・支える・知る」の視点での教育活動の

充実を目指し、各学部や全体の掲示板、体育課の連絡

ボードに必要な情報を発信している。４つの視点から

の児童生徒の役割・活動を取り入れた事業実践が増え

てきている。 

地域や社会とつながり合

う授業実践の成果の共有 

・各学部、寄宿舎で地域や社会と「つながり合う」授業

を実施し、実践シートにまとめ共有している。 

・１学期から交流籍を活用した交流及び共同学習を計画

し、直接交流の実施を目指して、双方の学校で相談が

進んでいる。居住地でのつながり合いに広がりを持て

るよう引き続き取り組みたい。 

・地域の方との連携を通して、児童生徒の学びの幅が出

てきている。今後も地域を活用する機会を大事に授業

づくりを進めたい。 
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５ 教職員について 

 (1) 令和６年度異動状況                             （単位:人） 

校

長

副

校

長

教

頭

教

諭

養

護

教
諭

主

任

寄
宿

舎

指

導
員

寄

宿

舎
指

導

員

小

計

事

務

長

主

査

主

任

主

事

主

査
（

栄

養

職

員
）

小

計

転出者 1 15 1 17 1 1 2 19 1 1 20

退職者 1 1 2 0 2 4 3 3 1 3 14 16

再任用
(退職)

2 2 0 2 0 2

転入者 1 6 1 8 1 1 1 3 11 1 3 1 5 16

新任者 5 5 0 5 1 1 2 7

再任用

(新任)
0 0 0 0 0

差引

増減
0 0 0 △ 7 0 0 △ 1 △ 8 0 0 0 1 0 1 △ 7 △ 2 △ 1 0 △ 2 0 △ 1 0 △ 3 1 0 △ 8 △ 15

　職名

 区分

教育職員 行政職員

本務職員 臨時・会計年度任用職員

教

諭
（

任
）

教

諭
（

臨
）

寄

宿
舎

指

導
員
（

任
）

寄

宿
舎

指

導
員
（

臨
）

非

常
勤

講

師

本

務
計

合

計

非

常
勤

寄

宿
舎

指

導

員

非

常
勤

労

務
職

員

非

常
勤

嘱

託
員

医

療
的

ケ

ア
看

護

職

員

ス

ク
ー

ル

カ
ウ

ン

セ

ラ
ー

臨

時
計

 
 
 
 (2) 現員数                     （令和６年９月30日現在）（単位:人） 

校

長

副

校

長

教

頭

教

諭

養

護

教
諭

主

任

寄
宿

舎

指
導

員

寄

宿

舎
指

導

員

小

計

事

務

長

主

査

主

任

主

事

主

査
（

栄

養

職
員
）

小

計

男 1 36 1 4 42 1 1 2 44 4 5 2 3 14 58

女 1 1 80 2 2 86 1 1 1 1 4 90 6 7 1 1 2 7 2 12 1 39 129

計 1 1 1 116 2 1 6 128 1 2 1 1 1 6 134 10 12 1 3 2 0 10 2 12 1 53 187

　職名

 区分

本務職員 臨時・会計年度任用職員

教育職員 行政職員 本

務
計

教

諭
（

任
）

教

諭
（

臨
）

医

療
的

ケ

ア
看

護

職
員

ス

ク
ー

ル

カ
ウ

ン

セ
ラ
ー

臨

時
計

合

計

寄

宿
舎

指

導
員
（

任
）

寄

宿
舎

指

導
員
（

臨
）

非

常
勤

講

師

非

常
勤

寄

宿
舎

指

導
員

非

常
勤

労

務
職

員

非

常
勤

嘱

託
員
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 (3) 健康管理について 

 令和５年度 令和６年度（令和６年９月30日現在） 

実 

 

 

績 

・定期健康診断の実施 

  結核検診、生活習慣病健診、婦人科検

診、脳ドック、人間ドック、指定年齢

健診、腰痛健康診断、情報機器作業従

事者健康診断 

・日常の健康管理 

  腰の負担を軽減する指導（学部研修） 

  腰痛予防体操（毎朝、部ごと） 

  定時退勤日（毎週水曜日）の徹底 

・健康相談（超過勤務者、希望者） 

・職員安全衛生委員会  10回 

・学校保健委員会の開催 １回 

・定期健康診断の実施 

  結核検診、生活習慣病健診、婦人科検

診、脳ドック、人間ドック、指定年齢

健診、腰痛健康診断、情報機器作業従

事者健康診断 

・日常の健康管理 

腰の負担を軽減する指導（学部研修） 

腰痛予防体操（毎朝、部ごと） 

定時退勤日（毎週水曜日）の徹底 

・健康相談（超過勤務者、希望者） 

・職員安全衛生委員会  ５回 

・学校保健委員会の開催 ０回(２月予定) 
 
ア 教職員の健康管理については、不調がある時には積極的に受診させ、疾病の早期発見、早期

治療に努めるなどの配慮を行っている。感染の恐れのある疾病については、保健室への連絡の

徹底を呼び掛け、各部で感染症情報の共有を図っている。 

イ 健康診断の事後措置においては、再検査や精密検査指示者に対して確実に受診するように勧

告している。 

ウ 希望者に対して、健康管理医による健康相談を行っている。 

エ 感染症予防のため、マスク着用と手洗い、手指の消毒を励行している。また、インフルエン

ザ予防接種については個別接種で行っている。 

オ 男女別休養室と休憩室を整備し、利用しやすい環境を整えている。 

カ 健康診断等の実施状況（令和４年度） 

項 目 対 象 者 対象者数 受診者数 受診率 

結核検診 全職員（指定年齢検診、人間ドッ

ク受診者及び特別休暇中の者は除

く｡) 

  72人 
  62人 86.1％ 

生活習慣病検診   67人 93.0％ 

指定年齢検診 40歳、45歳、50歳、55歳、59歳   19人   19人 100.0％ 

人間ドック 

35歳、38歳、41～44歳、46～49

歳、51～54歳、56～58歳及び60歳

以上の希望者 

  53人   53人 100.0％ 

単独婦人科検診 20歳以上 偶数年齢   24人   20人 83.3％ 

    ＊未受診者   結核：育休・妊娠中、生活：育休中、婦人：育休中 

キ 健康診断等の実施状況（令和５年度）            （令和６年９月30日現在） 

項 目 対 象 者 対象者数 受診者数 受診率 

結核検診 全職員（指定年齢検診、人間ドッ

ク受診者及び特別休暇中の者は除

く｡) 

  64人 
  58人 90.6％ 

生活習慣病検診   62人 96.8％ 

指定年齢検診 40歳、45歳、50歳、55歳、59歳   20人   17人 85.0％ 

人間ドック 

35歳、38歳、41～44歳、46～49

歳、51～54歳、56～58歳及び60歳

以上の希望者 

  50人   41人 82.0％ 

単独婦人科検診 20歳以上 偶数年齢   16人   12人 75.0％ 

    ＊未受診者   結核：育休・妊娠の可能性、生活：育休中、婦人：育休中・受診日前 

            指定：受診日前、人間：受診日前 
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 (4) 教職員の研修について 

目標及び成果と課題 

令和５年度 令和６年度 

目的 内容・成果 目的 内容・成果・課題 

一人一人の育

成を目指す資

質・能力（生

きる力）を育

むために、

「何ができる

ようになる

か」を「将来

の豊かな生活

を見据え、育

てたい力」と

して明確にす

る。そこを目

指し、「何を

学ぶか」「ど

のように学ぶ

か」を明らか

にした授業づ

くり、生活指

導をしてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『「何ができるようになる

か」「何を学ぶか」「どのよ

うに学ぶか」を明確にした授

業づくり、生活指導』をテー

マにし、『「将来の豊かな生

活」を見据えた単元・題材設

定を目指して』を副題とし

て、本校内の教育、病院内・

在宅の教育、寄宿舎の指導を

行っている。 

・研修の方法としては、「何が

できるようになるか」を将来

の豊かな生活に向けて育てた

い力としておさえること、

「何ができるようになるか」

を踏まえ「何を学ぶか」（単

元・題材目標、学習内容）を

考案し、ＰＤＣＡサイクルで

の授業づくり、生活指導をす

ることの２つを取り上げた。 

・具体的な取り組みとしては、

「将来見据え表」を基に実態

や課題を整理した表を活用し

て、一人一人又はグループに

ついて想定される「将来の豊

かな生活」に基づき「何がで

きるようになるか」や「何を

学ぶか」の関係性を明らかに

するよう促した。また、それ

を根拠に単元・題材設定でき

るよう推進してきた。 

・成果としては、授業者自身は

「なぜ今それを学ぶか」を、

「将来見据え表」や指導案の

単元（題材）設定の理由を記

載していく中で整理すること

ができている。しかし、それ

を学部内やそれ以外の教員と

共有しやすくする手立て（見

据えシートの活用の仕方）

や、「この単元で付けたい

力」が、将来の豊かな生活に

どう生かされていくか、それ

を検討するための質問の工夫

など、事前研修、事後研修に

おける運営の仕方を工夫して

いくことができた。 

・自立活動課で作業療法士を招

一人一人の育

成を目指す資

質・能力（生

きる力）を育

むために、

「何ができる

ようになる

か」を「将来

の豊かな生活

を見据え、育

てたい力」と

して明確にす

る。そこを目

指し、「何を

学ぶか」「ど

のように学ぶ

か」を明らか

にした授業づ

くり、生活指

導をしてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テーマを継続して３年目と

なりまとめの年となった。 

・授業づくりでは、「学びの

想定シート」への記入をす

ることで、児童生徒の思考

の過程を想定しどんな学び

方をするのかをイメージし

ながら、小単元毎の授業計

画を立てることを推進して

いる。それにより形成的評

価から授業改善が行われて

おり、個別の指導計画等の

内容に立ち返っての軌道修

正に取り組んでいる。 

・事前研修においては、将来

を見据えた内容、現在の実

態だけでなく学習指導要領

を根拠として評価規準の妥

当性を協議するよう取り組

んでいる。 

・各部事後研修においては、

目標に達成したか否かだけ

ではなく、なぜその姿に

至ったのかの分析を、評価

規準や基準等に照らしなが

ら学びの過程を見直してい

る。どのように思考をして

きたか、どんな学び方をし

てきたのか、どういった支

援がどのように作用したか

といったところまで協議が

できるようになってきてい

るが、浸透までには至らな

いため話し合いの場面の持

ち方等支援していきたい。 

・ベテランの若手育成を重点

とした授業づくり研修会も

３年目を迎えた。外部講師

による講義、事例持ち寄り

協議、まとめ(グループワー

ク付)の年３回で構成した。

若手の納得感が得られるよ

うな根拠の示し方や伝え方

を、寄り添いの姿勢で進め

ることが大切であると学ぶ

ことができた。 
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令和５年度 令和６年度 

目的 内容・成果 目的 内容・成果・課題 

肢体不自由

教育・病弱

教育に関す

る専門性の

向上 

 

いて巡回指導を行い、身体の

動きの改善についての考え方

や個に応じた技術を学ぶ機会

を年間６回設定した。 

・外部から講師を招聘し、体の

ことや認知発達についての学

習会を年３回設定し、専門性

の向上に努めた。 

・自立活動の年間指導計画をも

とにしたケース検討会を年間

６回設定し、課題に対する指

導内容や具体的な支援につい

て、グループ内で検討した内

容を共有し、指導の見直しに

つなげた。ケース検討会にお

いては、全ての学部でＩＣＦ

（国際生活機能分類）関連図

を用いて多角的に児童生徒の

実態を捉え、課題設定や願う

姿を検討していくようにし

た。 

・自立活動の情報発信の場を自

立活動だよりと限定せず、外

部講師や巡回指導の際に、課

長も同席して共に学んだ。直

接学ぶ機会の増設や、その場

での質疑応答の充実を図り、

その時間をきっかけとして、

教員の主体性を育み、自らが

知りたいという意欲を持っ

て、学びたいことを話題にで

きる環境づくりに取り組むこ

とができた。 

肢体不自由

教育・病弱

教育に関す

る専門性の

向上 

 

・自立活動の指導に関して根

拠を持って指導できる教員

の育成目指している。 

・身体の動きの改善について

の考え方や個に応じた技術

を学ぶ機会を作りたいと考

え、作業療法士(年６回)と

理学療法士(年２回)の巡回

指導を設定して専門性の向

上に努めている。 

・姿勢や介助方法等直接指導

いただくことで、個々の

日々の自立活動に活かすこ

とができた。後期は、その

内容を学年や学部で共有す

ることを徹底していきた

い。 

・自立活動課主催の研修会で

は、初任者・新任者と希望

者を対象としたが、多数の

職員が集まり、ニーズの高

さを実感した。自立活動課

の目指す「根拠を持って指

導できるために」につなが

る職員の姿と捉えた。今後

は、研修会設定だけでなく

「根拠のある指導」につい

て、各課員から各部の中で

どのようにサポートしてい

けるか等について課内で協

議すること等も視野に入れ

たい。 

・教材教具展を夏季休業中に

開催できた。 
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６ 防災対策について         

 (1) 目標及び成果と課題 

令和５年度 令和６年度 

目的 内容・成果 目標 成果と課題 

災害時・非

常時におけ

る防災、防

犯体制の整

備（下記三

本柱） 

・ねらいが

明確な訓

練の実施 

・マニュア

ルの周知 

・マニュア

ルや安全

設備の見

直し 

・引渡し訓練では、訓練対象者を

抽出し円滑に行うことができ

た。車両整理の課題、呼び出し

の課題、待機エリア整理の課題

等の改善を図り、マニュアル改

訂を行った。改訂したマニュア

ルはデータで職員へ共有した。 

・地震を想定したミニ訓練では、

安全確保に関する確認を行っ

た。 

・災害時の連絡の取り合い方につ

いて災害伝言ダイヤルとメール

について実施日を設けて取り組

んだ。 

・防犯研修、不審者対応ミニ訓練

では情報共有、初期対応、防御

対応について確認を行った。情

報共有手段や確保に特に課題が

あった。知識として学んだこと

を生かし、校内で不審者を発見

したときにどう動けるかという

ことについて、自分事として考

え、イメージすることの大切さ

につい共通理解ができた。 

・災害時の自分たちの役割と役割

を遂行するための準備について

相談する機会を各課で設ける

等、工夫することができた。 

災害時・非

常時におけ

る判断力、

行動力、連

携の向上に

つながる訓

練・研修・

振り返りの

充実 

 

・引渡し訓練は円滑に行うこと

ができたが、天候不順による

緊急の引渡しで課題が生じ

た。企画会、部主事会で教育

活動実施基準と引き渡し体制

の整理について協議し改善を

図っている。 

・夏季防災研修では、外部講師

より助言を得て、児童生徒学

校留め置き時の業務について

優先事項や留意点を学んだ

り、救護所運営に関する知識

を得たりできた。また、実際

に組み立てたり、作ったりす

る活動に対して職員が意欲的

に取り組むことができた。 

・不審者対応訓練では、警察か

らの助言を受けたことを掲示

板で共有し、今後の生活でも

対応できるよう周知した。 

・課題としては、学校留置き体

制、不審者侵入時の体制及び

危機管理体制について振り返

りで得た意見等を基に、改善

をしていくとともに、作成し

ている役割カードにも反映し

充実させていきたい。 

 

 (2) 防災訓練・防災研修 

令和５年度 令和６年度 

危機管理（全体防災）研修（年１回） 

初期消火訓練（年１回） 

不審者対応研修（年１回） 

学校留置き対応研修（年１回） 

地震避難訓練・火災避難訓練(各１回) 

引渡し訓練（年１回） 

ミニ訓練（年６回、不審者対応訓練を含む｡) 

災害伝言ダイヤル体験（年１回） 

非常食体験（年１回） 

防犯研修（年１回） 

緊急搬送訓練（各部１回） 

寄宿舎避難訓練（年４回） 

寄宿舎防犯研修（年１回） 

病院内学級避難訓練（パートごと年２～３

回） 

病院内学級引き渡し訓練（各施設年１回） 

ＡＥＤ使用法講習会 

危機管理（全体防災）研修（年１回） 

初期消火訓練（年１回） 

不審者対応研修（年１回） 

学校留置き対応研修（年１回） 

地震避難訓練・火災避難訓練(各１回) 

引渡し訓練（年１回） 

ミニ訓練（年４回、不審者対応訓練を含む｡) 

災害伝言ダイヤル体験（年１回） 

非常食体験（年１回） 

防犯研修（年１回） 

緊急搬送訓練（各部１回） 

寄宿舎避難訓練（年４回、別途防災オリエン

テーション、訓練まとめ各１回） 

寄宿舎防犯研修（年１回） 

病院内学級避難訓練（パートごと年２～３

回） 

病院内学級引き渡し訓練（各施設年１回） 
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令和５年度 令和６年度 

ＡＥＤ使用法講習会 

 

 (3) 防災教育 

 令和５年度 令和６年度 

全 校 

・避難訓練及び事前・事後指導 

・非常食体験 

・ミニ訓練（予告なし） 

・避難訓練及び事前・事後指導 

・非常食体験 

・ミニ訓練（予告なし含む） 

小学部 

（教科・生活・自立グループ） 

・地震・火災の避難の仕方と約束 

・発災時の安全確保行動について 

・地震の動画の視聴と話し合い 

（教科・生活・自立グループ） 

・地震・火災の避難の仕方と約束 

・発災時の安全確保行動について 

・地震の動画の視聴と話し合い 

中学部 

（教科グループ） 

・机の下に隠れることのできない生徒の

安全確保行動 

・火災時の対策について 

（生活グループ） 

・安全確保行動について 

・過去の災害から学ぶ 

（自立グループ） 

・独自の避難訓練で経路を確認 

（教科グループ） 

・机の下に隠れることのできない生徒の

安全確保行動 

・火災時の対策について 

（生活グループ） 

・安全確保行動について 

・過去の災害から学ぶ 

（自立グループ） 

・独自の避難訓練で経路を確認 

高等部 

（職業グループ） 

・登下校時の避難について 

・減災対策について 

（生活グループ） 

・発災時の安全行動の実践 

・避難生活で必要なことについて 

・非常食を自分で準備しよう 

（自立グループ） 

・歌にのせて安全行動を確認 

・避難時の約束確認 

・防災頭巾やマスクの体験 

・寝袋や非常食体験 

（職業グループ） 

・登下校時の避難について 

・減災対策について 

（生活グループ） 

・発災時の安全行動の実践 

・避難生活で必要なことについて 

・非常食を自分で準備しよう 

（自立グループ） 

・歌にのせて安全行動を確認 

・避難時の約束確認 

・防災頭巾やマスクの体験 

・寝袋や非常食体験 

訪問 

教育 

（おおぞら学級） 

・避難訓練（実際に院内を歩き、避難場所

を児童生徒と確認） 

（つばさ学級） 

・シェイクアウト訓練（地震発生時に転倒

しそうなもの、呼吸器の取り扱いなど、

看護師と確認） 

（きらら学級） 

・防災ＤＶＤを見たり、話をしたりしなが

ら災害時の動きについて学習 

（そよかぜ学級） 

・本校での火災避難訓練参加 

・こども病院と連携して引き渡し訓練の実

施 

（おおぞら学級） 

・避難訓練（実際に院内を歩き、避難場所

を児童生徒と確認） 

（つばさ学級） 

・ミニ避難訓練（地震発生時に転倒しそう

なもの、呼吸器の取り扱いなど、看護師

と確認） 

（きらら学級） 

・防災ＤＶＤを見たり、話をしたりしなが

ら災害時の動きについて学習 

（そよかぜ学級） 

・本校での火災避難訓練参加 

・こども病院と連携して引き渡し訓練の実

施 

 

 

 

 

 

16



 

７ 学校開放について 

  地域に開かれた学校を目指し、学校運営に支障のない範囲内で可能な限り学校施設を地域住民や

関係機関に開放した。 

  令和５年度当初については、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、施設開放を行わな

かった。 

 

   施設開放の実績 

    【令和５年度】                                             

施  設 利用種目 利用日数 利用者数 
利用者負担金 

（電気・ガス使用料） 

体  育  館 

空手 3日 6人 

20,800円 

踊り 5日 92人 

バレーボール 6日 87人 

太鼓 16日 362人 

バドミントン 9日 39人 

自立活動室 
静的弛緩誘導法学習 7日 109人 

7,698円 
心理療育訓練 10日 310人 

計 56日 1,005人 28,498円 

 

    【令和６年度】                                （令和６年９月30日現在） 

施  設 利用種目 利用日数 利用者数 
利用者負担金 

（電気・ガス使用料） 

体  育  館 

空手 5日 10人 

4,852円 

踊り 5日 127人 

バドミントン１ 7日 36人 

バドミントン２ 10日 49人 

防災サバイバルキャンプ 1日 15人 

自立活動室 
静的弛緩誘導法学習 5日 65人 

4,114円 
心理療育訓練 5日 162人 

計 38日 464人 8,966円 
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事務執行の根拠法令調 

 

項  目 根拠法令 

１ 学校教育に関

すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校の管理・

運営に関するこ

と 

 

 

 

 

教育基本法（第１条、第２条） 

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第72条、第74

条、第76条、第77条、第78条、第79条、第82条） 

学校教育法施行規則 

学校保健安全法（第５条） 

学校給食法（第４条） 

特別支援学校の幼稚部及び高等部における学校給食に関す 

る法律（第３条） 

静岡県立学校設置条例 

静岡県立特別支援学校学則 

静岡県就学支援委員会規則 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

特別支援学校高等部学習指導要領 

 

学校教育法（第137条） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第33条） 

静岡県立学校管理規則 

教育公務員特例法（第21条、第22条） 

いじめ防止対策推進法（第13条、第22条、第23条） 

学校保健安全法（第15条、第27条） 

静岡県教育委員会職員安全衛生管理規程 

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱 

学校図書館法（第３条、第４条） 

静岡県教育委員会処務規程 

特別支援学校への就学奨励に関する法律（第２条、第３

条） 

特別支援学校への就学奨励に関する法律施行令 

特別支援学校への就学奨励に関する法律施行規則 

特別支援教育就学奨励費負担金等及び要保護児童生徒援助

費補助金交付要綱 

要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費

補助金交付要綱 
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学校施設の概要 

 

１ 面積及び所有区分 

（令和６年９月30日現在） 
 
 

区  分 面   積 

所 有 内 訳 

摘要 

 

県有 国有 
市町 

村有 

後援 

会有 
民有 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

学校敷地 19,029.00      19,029.00 
地方独立行政法人 

静岡県立病院機構 

 

 

内 

 

 

 

訳 

校舎敷地 10,409.13     10,409.13 

 

運動場敷地 2,637.00     2,637.00 

 

その他の敷地 5,982.87     5,982.87 

 

 

校   舎 

 

建 4,061.43 建 4,061.43 
    

 

延 7,245.98 延 7,245.98 

 

体 育 館 

 

建 633.10 建 633.10 
    

 

延 629.37 延 629.37 

 

その他の建物 

 

建 206.97 建 206.97 
    

 

延 204.37 延 204.37 

 

寄 宿 舎 

 

建 1,256.24 建 1,256.24 
    

 

延 1,104.48 延 1,104.48 

プ － ル 632.00 632.00     
プール本体含む 

プールサイド面積 
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２ 配置・規模等 

(1) 校舎等の配置図 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学校施設の規模等（法面・演習林等を除く） 

 
 

区分 学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積 

当 校 19,029.00㎡ 7,245.98㎡ 2,637.00㎡

県平均 18,814.78㎡ 6,361.36㎡ 5,244.39㎡

 

 

こども病院 

浄化槽 

 

 グ 

 ラ 

 ウ 

 ン 

 ド 

 

体育館 

寄宿舎 

こ

ど

も

病

院

駐

車

場

芝生 

管理棟 

教 室 棟 

教室棟 
フェンス 

プール 

芝 生 

中央特別支援学校 

フェンス 

フ
ェ
ン

ス 

こ

ど

も

病

院 

静岡北特別支援学校 
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男子 女子 計 男子 女子 計 定員 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 定員 男子 女子 計

9 9 5 1 6 15 6 2 8 0 2 2 0 2 2 3 2 2

増加 0 0 0 1 1 2 1 1 3 2 5 2 1 3 0

減少 0 0 0 1 1 2 1 1 2 1 3 1 1 0

9 0 9 5 1 6 15 6 2 8 0 0 0 2 0 2 1 1 2 1 3 4 3 2 0 2

3 1 4 5 5 10 24 8 7 15 0 0 0 1 1 0 0 6 4 1 5

増加 0 1 1 0 4 4 0 3 1 4 1 4 5 0

減少 0 1 1 1 1 4 4 1 1 2 1 3 1 1 2 0

3 1 4 5 5 10 24 7 7 14 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 3 6 4 1 5

増加 0 0 0 1 2 3 1 1 0 1 4 5 0

減少 0 0 0 1 1 2 0 1 1 2 2 0

3 1 4 5 5 10 24 7 7 14 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 5 6 6 4 1 5

7 4 11 3 9 12 24 11 5 16 0 1 1 0 1 1 6 3 2 5

増加 0 1 1 0 1 2 3 2 2 1 1 2 2 0

減少 0 1 1 1 1 1 2 3 2 2 0 2 2 0

7 4 11 3 9 12 24 10 5 15 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1 6 3 2 5

増加 0 0 0 4 4 1 1 2 1 1 2 4 4 8 0

減少 0 0 0 1 1 1 1 2 1 2 3 1 5 6 0

7 4 11 3 9 12 24 10 5 15 3 0 3 1 0 1 0 0 0 0 4 4 6 3 2 5

増加 0 1 1 0 3 2 5 1 1 1 1 2 3 4 7 0

減少 0 0 0 3 1 4 0 1 1 1 1 0

7 4 11 3 10 13 24 10 5 15 3 1 4 2 0 2 0 1 1 2 8 10 6 3 2 5

4 3 7 0 0

増加 0 1 1 2 1 1

減少 0 1 1 0

4 3 7 0 1 1 1 0 1

増加 1 1 1 1 2 1 1

減少 1 1 1 2 3 1 1 2

4 3 7 0 0 0 0 0 0

増加 0 1 1 2 1 1

減少 0 1 1 2 0

4 3 7 0 0 0 1 0 1

増加 1 1 2 1 1 1 1 2

減少 0 0 0

5 4 9 0 1 1 2 1 3

6 5 11 0 0

増加 0 1 1 2 3 3

減少 0 1 1 3 3

6 5 11 1 1 2 1 1

増加 1 1 1 1 2 2

減少 0 0 2 2

7 5 12 0 0 1 1

増加 0 2 2 1 2 3

減少 0 2 2 1 2 3

7 5 12 0 0 0 0 1 1

増加 0 1 1 1 1

減少 0 1 1 0

7 5 12 0 0 0 1 1 2

増加 0 2 1 3 0

減少 0 2 1 3 1 1

7 5 12 0 0 0 0 1 1

7 3 10 1 1 0

増加 0 2 2 4 3 3

減少 0 1 2 3 3 3

7 3 10 2 0 2 0 0 0

増加 1 1 5 7 12 1 2 3

減少 0 5 5 10 2 2

7 4 11 2 2 4 1 0 1

増加 1 1 1 3 4 2 2 4

減少 0 2 5 7 1 2 3

7 5 12 1 0 1 2 0 2

増加 1 1 1 1 2 2 2 4

減少 1 1 2 2 1 3 3 1 4

6 5 11 0 0 0 1 1 2

増加 1 1 2 4 1 5 2 2 4

減少 1 1 4 1 5 1 3 4

7 5 12 0 0 0 2 0 2

増加 1 1 1 2 3 3 3

減少 0 1 1 2 1 2 3

8 5 13 0 1 1 1 1 2

39 19 58 13 16 29 63 23 14 37 3 4 7 5 0 5 4 5 9 4 16 20 15 9 3 12

（令和６年９月30日現在）

学
年

学部別
小学部 中学部 高等部

病弱学級 病弱学級 訪問教育 訪問教育 訪問教育

(小学部) (中学部) (小学部) (中学部) (高等部)

区分

在　　　籍　　　生　　　徒　　　調

１
年

入学者

現在

２
年

入学者

２年時当初

現在

３
年

入学者

２年時当初

３年時当初

現在

３年時当初

４年時当初

現在

４
年

入学者

２年時当初

４年時当初

５
年

入学者

２年時当初

３年時当初

５年時当初

現在

合　　　計

６
年

入学者

２年時当初

３年時当初

４年時当初

５年時当初

現在

６年時当初
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教育委員会　４

区　　　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

学　科　別 普通科 普通科 普通科 普通科 普通科

生徒定員　(A) 30 (0) 30 (0) 30 (0) 30 (0) 18 (0)

募集者数　(B) 30 (0) 30 (0) 30 (0) 30 (0) 18 (0)

男 16 (0) 13 (0) 14 (0) 12 (0) 8 (0)

志願者数 女 7 (0) 7 (0) 7 (0) 8 (0) 2 (0)

計(C) 23 (0) 20 (0) 21 (0) 20 (0) 10 (0)

男 16 (0) 13 (0) 14 (0) 12 (0) 8 (0)

受検者数 女 7 (0) 7 (0) 7 (0) 8 (0) 2 (0)

計(D) 23 (0) 20 (0) 21 (0) 20 (0) 10 (0)

男 16 (0) 13 (0) 14 (0) 12 (0) 8 (0)

合格者数 女 7 (0) 7 (0) 7 (0) 8 (0) 2 (0)

計(E) 23 (0) 20 (0) 21 (0) 20 (0) 10 (0)

志願倍率　(C)/(B) 0.77 0.67 0.70 0.67 0.56

受検倍率　(D)/(B) 0.77 0.67 0.70 0.67 0.56

男 16 (0) 13 (0) 14 (0) 12 (0) 8 (0)

入学者数 女 7 (0) 7 (0) 7 (0) 8 (0) 2 (0)

計(F) 23 (0) 20 (0) 21 (0) 20 (0) 10 (0)

充 足 率　　(F)/(A) 0.77 0.67 0.70 0.67 0.56

（　　）は再募集

入学志願者及び入学者数調
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卒業生の動向調 

 

区     分 中学部 
高等部 

合 計 
本 科 専攻科 

高等学校 

（本科） 

全日制    0 

定時制 1   1 

通信制 6   6 

特別支援学校高等部 7   7 

その他の高等学校    0 

大学等 

大学（学部）    0 

短期大学（本科）    0 

大学・短大の通信教育学部等    0 

その他大学等    0 

特別支援学校高等部専攻科    0 

専修学校（専門課程）    0 

専修学校（一般課程）・各種学校    0 

公共職業能力開発施設等    0 

就  職    0 

上記以外※  16  16 

不詳・死亡    0 

計（卒業者総数） 14 16 0 30 

 

（再掲）「上記以外※」のうち、社会福祉施設等入所、通所者 

区     分 中学部 
高等部 

合 計 
本 科 専攻科 

児童福祉施設     

障害者支援施設  14   14  

 （うち就労系支援事業利用者） （ ） （ 3） （ ） （ 3） 

医療機関         

計 0   14  0   14  
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生徒の状況  

１ 生徒の出身地域及び通学方法 

 (1) 出身地              （令和６年９月 30 日現在）（単位：人） 

市町名 静岡市 焼津市 富士市 藤枝市 磐田市 伊豆市 その他 合 計 

生徒数 111 4 3 3 0 0 3 124

構成比％ 90％ 4％ 2％ 2％ 0％ 0％ 2％ 100.0％
 

 (2) 通学方法             （令和６年９月 30 日現在）（単位：人） 

区 分 自家用車 

自家用車
スクール
バス併用 

スクー
ルバス 

スクール
バス公共
交通機関
併用 

公共交
通機関 

施設送
迎バス 徒歩 寄宿舎 合 計 

生徒数 46 62 5 11 124

構成比％ 37％ 50％ ％ ％ ％ 4％ ％ 9％ 100.0％

   

 (3) 病弱学級の状況            （令和６年９月 30 日現在）（単位：人） 

病弱学級教員等 市 町 静岡市 島田市  富士市 その他 県外 計 

小中 

学部 

教 諭 5 小学部   1  6 7 

教諭 
（任・臨） 1 中学部 2   2 1 5 

計 6 計 2  1 2 7 12 

 

 (4) 訪問教育の状況          （令和６年９月 30 日現在）（単位：人） 

訪問教員等 市町 静岡市 島田市 富士市 その他 県外 計 

小中 

学部 

教 諭 7 小学部 4 2 3 9 

教諭 
（任・臨） 2

中学部 7 2 1 9 1 20 非常勤 
講  師 2

高等部

教 諭 3

高等部 8 2 1 1 12 
教諭 

（任・臨） 1

非常勤 
講  師 0

計 15 計 19 4 3 13 2 41 
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２ 部（クラブ）の加入状況 

  中学部                （令和６年９月 30 日現在）（単位：人） 

区    分 運動部 文化部 未加入者 計 

部（クラブ）数 0 0   0 

男子 

１ 年 0 0 ５ ５ 

２ 年 0 0 ５ ５ 

３ 年 0 0 ３ ３ 

計 （Ａ） 0 0 13 13 

構成比 0.0％   0.0％ 100.0％ 100％ 

女子 

１ 年 0 0 １ １ 

２ 年 0 0 ５ ５ 

３ 年 0 0 10 10 

計 （Ａ） 0 0 16 16 

構成比 0.0％ 0.0％ 100.0％ 100％ 

合計 

（Ａ＋Ｂ） 0 0 29 29 

構成比 0.0％ 0.0％ 100.0％ 100％ 

   

  高等部                （令和６年９月 30 日現在）（単位：人） 

区    分 運動部 文化部 未加入者 計 

部(ｸﾗﾌﾞ) 数 0 0 －  0 

男子 

１ 年 0 0 ６ ６ 

２ 年 0 0 ７ ７ 

３ 年 0 0 10 10 

計 （Ａ） 0 0 23 23 

構成比 0.0％ 0.0％ 100.0％ 100％ 

女子 

１ 年 0 0 ２ ２ 

２ 年 0 0 ７ ７ 

３ 年 0 0 ５ ５ 

計 （Ｂ） 0 0 14 14 

構成比 0.0％ 0.0％ 100.0％ 100％ 

合計 

（Ａ＋Ｂ） 0 0 37 37 

構成比 0.0％ 0.0％ 100.0％ 100％ 
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　　　　(令和４年度９月30日現在)　　　　(令和６年９月30日現在)（単位：人）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合　計 学級数

 単一障害 1 0 3 2 2 4 12 5

 肢体重複 8 4 8 7 10 9 46 18

 合計 9 4 11 9 12 13 58 23

 単一障害 0 3 2 5 2

 肢体重複 6 7 11 24 9

 合計 6 10 13 29 11

 単一障害 2 0 2 4 3

 肢体重複 6 14 13 33 11

 合計 8 14 15 37 14

 病 弱  単一障害 0 1 0 0 0 0 1 1

 小学部  病弱重複 0 0 4 1 0 1 6 3

 合計 0 1 4 1 0 1 7 4

 病 弱  単一障害 0 1 1 2 1

 中学部  病弱重複 2 0 1 3 1

 合計 2 1 2 5 2

2 0 1 3 1 2 9 3

4 6 10 20 4

2 5 5 12 4

４　起因疾患別児童生徒数 　　　　(令和６年９月30日現在)（単位：人）

 区　分 脳性まひ
その他の
脳性疾患

脊髄及び
脊髄疾患

筋原性
及び

骨系疾患

骨関節
疾患

病 弱 てんかん その他 計

 小学部 15 9 3 4 0 0 0 27 58

 中学部 8 4 2 2 0 0 0 13 29

 高等部 9 13 2 2 0 0 0 11 37

 病弱小学部 7 7

 病弱中学部 2 3 5

 訪問小学部 2 2 5 9

 訪問中学部 1 1 18 20

 訪問高等部 3 4 1 4 12

計 38 32 7 12 0 0 14 74 177

３　障害別児童生徒数                                                                    

 訪問高等部

区　　　分

 小学部

 中学部

 高等部

 訪問小学部

 訪問中学部
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特別支援学校における生産物売払調 

令和６年度 

  （令和６年９月 30 日現在） 

 

 主な生産品目 

６

年

度 

＜布製品＞ 

ポーチ、くるみボタン 

 

① 売払金額           19,000 円 ②前年度との差額 △23,050 円 

５

年

度 

＜布製品＞ 

ポーチ、くるみボタン 

 

① 売払金額           42,050 円 ② 前年度との差額 27,650 円 

４

年

度 

＜布製品＞ 

エコバッグ、巾着袋（大）、巾着袋（小） 

 

① 売払金額           14,400 円 ②前年度との差額         △24,500 円 
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摘　　要

教職員給料・交際費
資金前渡金受領用

口座番号

0
児童･生徒就学奨励費
受領用

静岡銀行
流通センター支店

205014
静岡県立中央特別支援学校
資金前渡者　校長　高橋　和彦

無利息型
普通預金

預金種類

205025
(自振口)静岡県立中央特別支援学校
資金前渡者　校長　高橋　和彦

残高合計 20,000

残高　円

20,000

金融機関名 口座名義人

（令和６年９月30日現在）

預　金　調

0 光熱水費等口座振替用

静岡銀行
流通センター支店

普通預金 46735
静岡県立中央特別支援学校
就学奨励費
代理受領者　高橋　和彦

静岡銀行
流通センター支店

無利息型
普通預金
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枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額

郵券 5円券 20 100 0 0 0 0 20 100 0 0 5 25 15 75 通信連絡用

10円券 22 220 0 0 4 40 18 180 0 0 5 50 13 130 通信連絡用

50円券 20 1,000 0 0 0 0 20 1,000 0 0 0 0 20 1,000 通信連絡用

84円券 15 1,260 110 9,240 64 5,376 61 5,124 0 0 47 3,948 14 1,176 通信連絡用

100円券 23 2,300 0 0 0 0 23 2,300 0 0 0 0 23 2,300 通信連絡用

120円券 20 2,400 0 0 3 360 17 2,040 0 0 4 480 13 1,560 通信連絡用

計 7,280 9,240 5,776 10,744 0 4,503 6,241

iTunesｶｰﾄﾞ 1,360円券 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

1,460円券 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

1,000円券 2 860 0 0 0 0 2 860 0 0 0 0 2 860 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

3,050円券 1 3,050 0 0 0 0 1 3,050 0 0 0 0 1 3,050 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

5,000円券 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

8,500円券 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

10,000円券 5 1,810 0 0 2 0 5 1,810 0 0 0 0 5 1,810 iPad用ｱﾌﾟﾘ購入用

計 5,720 0 0 5,720 0 0 5,720

繰　越 受　入 払　出 差引現在高

（令和６年９月30日現在）  

（単位：枚、円）  

区分 種類

令和５年度 令和６年度

郵　　券　　等　　受　　払　　調

摘要繰　越 受　入 払　出
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　　　区分

 品名 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

精米 86 265,585 86 265,585 0 0

精麦 30 9,784 30 9,784 0 0

静岡のお米 8 34,000 8 34,000 0 0

ＤＰカツオ１５０ 17 29,505 17 29,505 0 0

鰹だしパック 4 3,370 4 3,370 0 0

こめサラダ油 24 32,400 24 32,400 0 0

キャノーラ油 2 14,472 2 14,472 0 0

布 0 0 8 10,375 8 10,375 0 0

布
（オックスプリント）

1 1,089 1 1,089 0 0

布
（ツイルプリント）

0.5 484 0.5 484 0 0

布
（綿麻キャンパス）

3.5 4,664 3.5 4,664 0 0

布
（綿麻キャンパス：
ハート柄）

0.5 660 0.5 660 0 0

布
（綿麻キャンパス：花
模様）

0.5 704 0.5 704 0 0

布
（10番キャンパス）

0.5 704 0.5 704 0 0

布
（ジャバクロス）

10 16,500 10 16,500 0 0

計 0 413,921 413,921 0 10,375 10,375 0

繰　越 受　入 払　出 差引現在高

令和５年度 令和６年度

材　料　品　受　払　調

（令和６年９月30日現在）  

摘要受　入 払　出
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（令和５年度）

左のうち、４年
度からの繰越額

一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 1,806,420

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 31,309,190

一般 教育費 学校教育費 健康体育費 21,067,728

60,284,900 54,183,338 0
(14)
工　事
請負費

一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 　 4,147,000
　

0 4,147,000 0
(16)
公有財産
購 入 費

0
　

0 0 0
(17)
備　品
購入費

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 1,121,890

1,688,346 1,121,890 0

一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 0

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 4,826,290

4,878,898 4,826,290 0
(21)
補償、補填及
び賠償金

0 0
　

0 0 0

（令和６年度）
  （令和６年９月30日現在）

うち、５年度か
らの繰越額分

一般 教育費 教育委員会費 教育管理費

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費

一般 教育費 学校教育費 健康体育費

0
(14)
工　事
請負費

0
(16)
公有財産
購 入 費 　

0
(17)
備　品
購入費

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費

0
(18)
負担金、補助
及び交付金

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費

0
(21)
補償、補填及
び賠償金 　

0

231,000

8,851,370

計

(12)
委託料

11,949,630

618,000

799,176

618,000

799,176

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

計

0

計

21,032,000

計

0

0

0

計

計

0

0

会計

計

款

計

計

５年度

計

目

計

会計節名

執行済額　　　（円）

項節名

(18)
負担金、補助
及び交付金

款 項
４年度

計

(12)
委託料

目

執行済額　　　（円）
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当初額 変更増減額 計

49,215,100 46,728,000 0 46,728,000

64,374,200 61,617,600 0 61,617,600

62,951,856 62,700,000 0 62,700,000

13,933,128 0 13,933,128

株式会社静
岡建物サー
ビス

409,200 409,200 0

15,576,000

6,846,400 0

1
電気工作物等
保守点検業務

409,200  随 契

当　　初
設計金額

契約金額
委託業務名

整理
番号

(事務関係）
委　　託　　料　　に　　関

受託者
契約締
結方法

0  随 契

一 般

950,400

0 15,576,000

2 便所清掃業務
株式会社総
合美装
ワタナベ

999,185 950,400

3
スクールバス
運行管理業務

株式会社Ｋ
Ｓドライ
バーサポー
ト

給食業務4
株式会社ユ
アーズ静岡 6,846,400

一 般

5 給食業務
株式会社ユ
アーズ静岡

随 契
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5. 5.31 28,600
6.30 28,600
7.31 28,600
8.31 28,600
9.29 94,600
10.31 28,600
11.30 28,600
12.27 28,600
6.1.31 28,600

2.29 28,600
3.29 28,600
4.30 28,600

小計 409,200
5. 5.31 70,400

6.30 52,800
7.28 88,000
8.31 70,400
10.13 176,000
10.31 70,400
11.30 70,400
12.27 88,000
6.1.31 52,800

2.29 70,400
3.29 88,000
4.26 52,800

小計 950,400
支出済累計額 (31,152,000)

5. 5.31 1,298,000
6.30 1,298,000
7.31 1,298,000
8.31 1,298,000
9.29 1,298,000
10.31 1,298,000
11.30 1,298,000
12.27 1,298,000
6.1.31 1,298,000

2.29 1,298,000
3.29 1,298,000
4.26 1,298,000

小計 15,576,000

支出済累計額 (54,771,200)

5. 5.31 1,711,600
6.30 1,711,600
7.31 1,711,600
8.31 1,711,600

小計 6,846,400
5.10.4 1,741,410
10.31 1,741,674
11.30 1,741,674
12.27 1,741,674
6.1.31 1,741,674

2.29 1,741,674
3.29 1,741,674
4.26 1,741,674

小計 13,933,128

摘　　要

電気設備点検業務月１回
絶縁測定、接地抵抗測定業務
年１回

随契１号
（少額）

委託業務の内容

　　　　（令和５年度）　　　す　　る　　調

 金　　額
　　　(円）

随契１号
（少額）

自5.4. 6
至6.3.29

２長期

３長期

児童・生徒の通学時の送迎及び
校外活動送迎、県有スクールバ
ス車両の管理業務
対象車両：しらさぎ号
　　　　　せきれい号
　　　　　かるがも号

自2.8. 3
至5.7.31

学校給食及び寄宿舎舎食の学校
の計画に基づく調理・配膳

 契 約 期 間
 支出

　年月日

自5.4. 1
至6.3.31

便所清掃業務年46回
対象設備：15箇所
尿石除去業務年１回
対象設備：小便器23基
　　　　　大便器56基

自3.4. 1
至6.3.31

５長期
随契８号
（不調）

自5.8. 1
至8.7.31

学校給食及び寄宿舎舎食の学校
の計画に基づく調理・配膳
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当初額 変更増減額 計

6
プール浄化装
置保守点検業
務委託

大学産業株
式会社

50,600 50,600 0 50,600 随 契

35,005,850 32,549,000 0 32,549,000

9

産業廃棄物
（不燃物等）
収集運搬及び
処分業務

株式会社総
合美装
ワタナベ

124,630 124,630 0 124,630 随 契

10

産業廃棄物
（不燃物等）
収集運搬及び
処分業務

株式会社総
合美装
ワタナベ

129,030 129,030 0 129,030 随 契

11
厨房グリスト
ラップ清掃、
収集運搬業務

グリーン・
シャワー株
式会社

99,000 99,000 0 99,000 随 契

12
厨房グリスト
ラップ清掃、
収集運搬業務

グリーン・
シャワー株
式会社

110,000 110,000 0 110,000 随 契

13
厨房グリスト
ラップ汚泥処
分処理業務

静和エンバ
イロメント
株式会社

39,600 39,600 0 39,600 随 契

14
厨房グリスト
ラップ汚泥処
分処理業務

静和エンバ
イロメント
株式会社

39,600 39,600 0 39,600 随 契

事務関係計 15件
　合　計 15件

医療ケア1時
間 5,500円
交通費1日
550円

8
通学バス輸送
業務

日本平自動
車株式会社

一 般
11,682,000 0 11,682,000

随 契
医療ケア1時
間 5,500円
交通費1日
550円

157,850 0
15

県立学校医療
的ケア児就学
支援事業訪問
看護業務

株式会社
あおむし

4,070,000
旭産業株式
会社

4,183,300 4,070,000 0

整理
番号

委託業務名 受託者
当　　初
設計金額

契約金額 契約締
結方法

7
消防用設備等
保守点検業務

一 般
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自5.5.23
至5.8.31

5.11.10 50,600 プール浄化装置保守点検業務
随契１号
（少額）

5.10.31 3,100,680

5. 4.30 969,320

小計 4,070,000

支出済累計額 (9,185,000)
5.5.31 973,500
5.6.30 973,500
5.7.31 973,500
5.8.31 973,500
5.9.29 973,500
5.10.31 973,500
5.11.30 973,500
5.12.27 973,500
6.1.31 973,500
6.2.29 973,500
6.3.29 973,500
6.4.26 973,500

小計 11,682,000

自5.7.19
至5.8.31

5.8.23 124,630
産業廃棄物（不燃物等）の収
集運搬及び処分業務

随契１号
（少額）

自6.3.19
至6.3.29

6.4.23 129,030
産業廃棄物（不燃物等）の収
集運搬及び処分業務

随契１号
（少額）

自5.7.20
至5.8.31

5.8.25 99,000
厨房グリストラップの清掃及び
それに伴い排出する汚泥の収集
運搬

随契１号
（少額）

自6.3.22
至6.3.29

6.4.11 110,000
厨房グリストラップの清掃及び
それに伴い排出する汚泥の収集
運搬

随契１号
（少額）

自5.7.20
至5.8.31

5.9.4 39,600
厨房グリストラップより排出さ
れた汚泥の処分

随契１号
（少額）

自6.3.22
至6.3.29

6.4.10 39,600
厨房グリストラップより排出さ
れた汚泥の処分

随契１号
（少額）

6.4.26 73,150

6.4.26 50,600

小計 123,750

54,183,338
54,183,338

児童・生徒の通学時の送迎
運行台数：１台

４長期
自4.7. 1
至7.3.31

自6.2. 5
至6.3.29

当該生徒の在校中の医療的ケア
の実施

随契１号
（少額）

 契 約 期 間

自5.4. 1
至6.3.31

消防設備点検
外観点検、機器点検　年２回
総合点検　年１回
防火設備点検　年１回

静岡視覚・静岡聴
覚・静岡北・静岡
南部・各特別支援
学校

 金　　額
　　　(円）

委託業務の内容 摘　　要
 支出

　年月日
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当初額 変更増減額 計

参考
1

ガスヒートポ
ンプ点検業務

株式会社ユ
アーズ静岡

2,145,000 0 2,145,000

参考
2

防鼠防虫業務委
託

株式会社総
合美装ワタ
ナベ

297,000 0 297,000

参考
3

可燃物収集運
搬処分業務

株式会社静
岡清掃企業

運搬料1回
   14,300円
処分料1kg
     11.0円

0

運搬料1回
   14,300円
処分料1kg
     11.0円

参考
4

エレベーター
保守点検業務

ジャパンエ
レベーター
サービス神
奈川株式会
社

607,200 0 607,200

参考
5

警備業務
エスピトー
ム株式会社

11,088,000 42,900 11,130,900

参考
6

給食可燃物収
集運搬処分業
務

株式会社荒
井産業

運搬料1回
    1,430円
処分料1kg
     11.0円

0

運搬料1回
    1,430円
処分料1kg
     11.0円

参考
7

建築基準法第
12条に基づく
定期点検業務

合同会社石
橋剛設計事
務所

2,970,000 0 2,970,000

参考計 ７件

整理
番号

委託業務名 受託者
当　　初
設計金額

契約金額 契約締
結方法
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自5.5.24
至6.3.31

ガスヒートポンプ設備の点検
調整業務

静岡高等学校

自5.7.10
至6.3.29

学校給食設備の防鼠・防虫駆
除

清水特別
支援学校

自5.4. 1
至6.3.31

可燃物収集・運搬・処分業務
年間回収回数134回

静岡農業
高等学校

自5.4. 1
至6.3.31

エレベーター保守点検
定期点検　月１回
法定点検　年１回

静岡商業
高等学校

自元.10.1
至 6.9.30

警報機器の整備、機器による
「異常」の有無監視及び対処

駿河総合
高等学校

自5.4.10
至6.3.29

給食可燃物収集・運搬・処分
業務
年間回収回数120回

静岡北特別
支援学校

自5.8.17
至6.1.31

建築基準法第12条に基づく建
築及び建築設備の定期点検業
務、点検結果資料の作成

静岡商業
高等学校

 金　　額
　　　(円）

委託業務の内容 摘　　要 契 約 期 間
 支出

　年月日
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当初額 変更増減額 計

56,494,900 45,738,000 0 45,738,000

62,951,856 62,700,000 0 62,700,000

20,900,088 0 20,900,088

35,005,850 32,549,000 0 32,549,000

7

産業廃棄物
（不燃物等）
収集運搬及び
処分業務

株式会社総
合美装
ワタナベ

129,030 129,030 △ 15,400 113,630 随 契

8
厨房グリスト
ラップ清掃、
収集運搬業務

グリーン・
シャワー株
式会社

99,000 99,000 0 99,000 随 契

9
厨房グリスト
ラップ汚泥処
分処理業務

静和エンバ
イロメント
株式会社

44,000 44,000 0 44,000 随 契

株式会社静
岡建物サー
ビス

429,000 429,000 0

15,246,000

0

0

1
電気工作物等
保守点検業務

429,000  随 契

当　　初
設計金額

契約金額
委託業務名

整理
番号

(事務関係）
委　　託　　料　　に　　関

受託者
契約締
結方法

 随 契

一 般

903,100

0 15,246,000

2 便所清掃業務
株式会社総
合美装
ワタナベ

972,400 903,100

3
スクールバス
運行管理業務

株式会社Ｋ
Ｓドライ
バーサポー
ト

6
通学バス輸送
業務

日本平自動
車株式会社

一 般
11,682,000 11,682,000

4 給食業務
株式会社ユ
アーズ静岡

随 契

5 一 般
消防用設備等
保守点検業務

旭産業株式
会社

4,193,200 4,070,000 0 4,070,000
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6.5.31 29,700
6.28 29,700
7.31 29,700
8.30 29,700
9.30 102,300

小計 221,100
6.5.31 18,150

6.28 72,600
7.31 72,600
8.30 72,600
9.30 158,950

小計 394,900

6.5.31 1,270,500
6.28 1,270,500
7.31 1,270,500
8.30 1,270,500
9.30 1,270,500

小計 6,352,500
支出済累計額 (13,933,128)

6.5.31 1,741,674
6.28 1,741,674
7.31 1,741,674
8.30 1,741,674
9.30 1,741,674

小計 8,708,370

支出済累計額 (20,867,000)
6.5.31 973,500

6.28 973,500
7.31 973,500
8.30 973,500
9.30 973,500

小計 4,867,500

自6.7.16
至6.8.30

6.8.30 113,630
産業廃棄物（不燃物等）の収
集運搬及び処分業務

随契１号
（少額）

自6.8.22
至6.9.30

6.9.11 99,000
厨房グリストラップの清掃及
びそれに伴い排出する汚泥の
収集運搬

随契１号
（少額）

自6.8.22
至6.9.30

6.9.24 44,000
厨房グリストラップより排出
された汚泥の処分

随契１号
（少額）

摘　　要

電気設備点検業務月１回
絶縁測定、接地抵抗測定業務
年１回

随契１号
（少額）

委託業務の内容

　　　　（令和６年度）
　　　　（令和６年９月30日現在）　　　す　　る　　調

 金　　額
　　　(円）

随契１号
（少額）

自6.4.25
至7.3.31

４長期

３長期

児童・生徒の通学時の送迎及
び校外活動送迎、県有スクー
ルバス車両の管理業務
対象車両：しらさぎ号
　　　　　せきれい号
　　　　　かるがも号

自4.7. 1
至7.3.31

静岡視覚・静岡聴
覚・静岡北・静岡
南部・各特別支援
学校

便所清掃業務年42回
対象設備：15箇所
尿石除去業務年１回
対象設備：小便器23基
　　　　　大便器56基

学校給食及び寄宿舎舎食の学
校の計画に基づく調理・配膳

５長期
随契８号
（不調）

 契 約 期 間
 支出

　年月日

自6.4. 1
至7.3.31

自6.4. 1
至9.3.31

消防設備点検
外観点検、機器点検　年２回
総合点検　年１回
防火設備点検　年１回

児童・生徒の通学時の送迎
運行台数：１台

自5.8. 1
至8.7.31

自6.4. 1
至7.3.31
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当初額 変更増減額 計

10
有害物質含有
調査業務

株式会社サ
イエンス

237,600 231,000 0 231,000 随 契

事務関係計 10件

　合　計 10件

当初額 変更増減額 計

参考
1

ガスヒートポ
ンプ点検業務

株式会社ユ
アーズ静岡

2,409,000 0 2,409,000

参考
2

防鼠防虫業務委
託

株式会社総
合美装ワタ
ナベ

347,000 0 347,000

参考
3

可燃物収集運
搬処分業務

株式会社静
岡清掃企業

運搬料1回
   15,950円
処分料1kg
     11円

0

運搬料1回
   15,950円
処分料1kg
     11円

参考
4

エレベーター
保守点検業務

ジャパンエ
レベーター
サービス神
奈川株式会
社

607,200 0 607,200

参考
5

警備業務
エスピトー
ム株式会社

11,088,000 42,900 11,130,900

参考
6

給食可燃物収
集運搬処分業
務

株式会社荒
井産業

運搬料1回
1,540円

処分料1kg
4～7月11円
8～3月15円

0

運搬料1回
1,540円

処分料1kg
4～7月11円
8～3月15円

参考
7

建築基準法第
12条に基づく
定期点検業務

合同会社石
橋剛設計事
務所

3,850,000 0 3,850,000

参考
8

プール浄化装
置保守点検業
務委託

大学産業株
式会社

739,200 0 739,200

参考計 8件

整理
番号

委託業務名 受託者
当　　初
設計金額

契約金額 契約締
結方法

整理
番号

委託業務名 受託者
当　　初
設計金額

契約金額 契約締
結方法
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自6.7.10
至6.8. 9

6.9.11 231,000
採取検体の分析による既存建
築物の建材の有害物質含有状
況調査

随契１号
（少額）

21,032,000

21,032,000

自6.5.22
至7.3.31

ガスヒートポンプ設備の点検
調整業務

静岡高等学校

自6.7.8
至7.3.31

学校給食設備の防鼠・防虫駆
除

清水特別
支援学校

自6.4. 5
至7.3.31

可燃物収集・運搬・処分業務
年間回収回数135回

静岡農業
高等学校

自6.4. 1
至7.3.31

エレベーター保守点検
定期点検　月１回
法定点検　年１回

静岡商業
高等学校

自元.10.1
至6.9.30

警報機器の整備、機器による
「異常」の有無監視及び対処

駿河総合
高等学校

自6.4. 8
至7.3.31

給食可燃物収集・運搬・処分
業務
年間回収回数115回

静岡北特別
支援学校

自6.8.13
至7.1.31

建築基準法第12条に基づく建
築及び建築設備の定期点検業
務、点検結果資料の作成

静岡商業
高等学校

自6.4.15
至6.11.15

プール浄化装置保守点検業務 静岡西高等学校

 契 約 期 間
 支出

　年月日
 金　　額

　　　(円）
委託業務の内容 摘　　要

 金　　額
　　　(円）

委託業務の内容 摘　　要 契 約 期 間
 支出

　年月日
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8
全国高等学校教頭・
副校長会会費

計 13件 4,826,290

13 会議参加等負担金 5件 内訳別途資料のとおり 92,000

全国高等学校教
頭・副校長会

規約による
高等学校教育の進展に資する
学校運営のための調査・研究

90,000

地方独立行政法人
静岡県立病院機構
静岡県立こども病
院

R5.9.26

R5.7.14

5
中部地区特別支援学
校肢体不自由教育校
長会会費

7
全国特別支援学校肢
体不自由教育校長会
会費

全国特別支援学校
肢体不自由教育校
長会

会則による
肢体不自由児の教育・学校の
管理運営に関する調査研究

R5.6.9

15,000

6
全国高等学校長協会
特別支援学校部会会
費

全国高等学校長協
会特別支援学校部
会

規約による
特別支援教育の振興、教育上
の調査研究並びに特別支援教
育への世論喚起

40,000

R5.8.9

R5.5.24

4
全国特別支援学校肢
体不自由教育教頭会
会費

全国特別支援学校
肢体不自由教育教
頭会

会則による
肢体不自由児の教育・学校の
管理運営に関する調査研究

特別支援学校に関する教育の
課題についての協議研究と特
別支援教育の振興

200,000

中部地区特別支援
学校肢体不自由教
育校長会

規約による
肢体不自由教育の振興、充
実、改善の推進、教育上の調
査研究

9,000

160,000 R5.4.24

1
静岡中央地区安全運
転管理協会会費

4,500 R5.6.22

3
全国特別支援学校長
会会費

全国特別支援学校
長会

会則による

交付先 負担根拠 事業内容

2
全国高等学校長協会
会費

全国高等学校長協
会

規約による
高等学校等の教育の振興、教
育に関する研究調査、建議・
要望又は意見の公表

静岡中央地区安全
運転管理協会

規約による
安全運転管理に関する啓発及
び広報、研修会等の開催、調
査及び研究

12,000 R5.4.20

負担金支出調
（令和５年度）

整理
番号

負担金名 負担金額
支　出
年月日

R5.10.27

9
東海地方公立高等学
校事務職員研究協議
会負担金

東海地方公立高等
学校事務職員研究
協議会

会則による
教育事務の研究刷新、事務能
率増進

12,500 R5.10.27

覚書による

電気・ガス・衛星・空調の各
施設について、こども病院分
と学校分が中央監視されてお
り、設備共用部分についての
管理運営の費用を双方で負担

3,541,516

10
全国公立高等学校事
務職員協会会費

全国公立高等学校
事務職員協会

会則による
学校経営と事務管理に関する
研究、研究大会の開催

62,500

R6.3.25

12
静岡てんかん・神経
医療センター施設等
使用負担金

独立行政法人国立
病院機構てんか
ん・神経医療セン
ター

覚書による

独立行政法人国立病院機構静
岡てんかん・神経医療セン
ター内で運営する病弱学級
（院内学級）において使用す
る電気料及び水道料の一部を
負担

587,274 R6.4.26

11
静岡県立こども病院
設備管理保守負担金
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円

R5.8.244
安全運転管理者講習
受講料

計 5件 92,000

一般社団法人静岡
県安全運転管理協
会

開催通知 安全運転管理者の資質向上 4,500

R5.6.23

3
静岡県教育研究会調
査研究活動参加負担
金

静岡県教育研究会 開催通知
調査研究活動（小学校定着度調
査、各種コンクール等）

4,000 R5.6.30

2
全国特別支援学校肢
体不自由教育教頭研
究協議会

全国特別支援学校
肢体不自由教育教
頭研究協議会

開催通知
研究協議会、文部科学省講話、
講演、分科会

3,500

支　出
年月日

1
全国特別支援学校長
研究大会参加費

全国特別支援学校
長会

開催通知
全国特別支援学校長会総会・文
部科学省行政説明・講演会・専
門委員別研究協議会等

R5.5.24
75,000

R5.10.13

会議参加費等負担金内訳
（令和５年度）

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額

5
第69回全国肢体不自
由教育研究協議会参
加費

第69回全国肢体不
自由教育研究協議
会

開催通知
研究協議会、文部科学省講話、
講演、分科会

5,000
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安全運転管理に関する啓発及
び広報、研修会等の開催、調
査及び研究

12,000 R6.4.25

負担金支出調
（令和６年度）

（令和６年９月30日現在）

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支　出
年月日

2
全国高等学校長協会
会費

全国高等学校長協
会

規約による
高等学校等の教育の振興、教
育に関する研究調査、建議・
要望又は意見の公表

1
静岡中央地区安全運
転管理協会会費

4,500 R6.6.28

3
全国特別支援学校長
会会費

全国特別支援学校
長会

会則による

静岡中央地区安全
運転管理協会

規約による

中部地区特別支援
学校肢体不自由教
育校長会

規約による
肢体不自由教育の振興、充
実、改善の推進、教育上の調
査研究

8,000

160,000 R6.4.23

R6.5.31

4
全国特別支援学校肢
体不自由教育教頭会
会費

全国特別支援学校
肢体不自由教育教
頭会

会則による
肢体不自由児の教育・学校の
管理運営に関する調査研究

特別支援学校に関する教育の
課題についての協議研究と特
別支援教育の振興

200,000

R6.6.21

6
全国高等学校長協会
特別支援学校部会会
費

全国高等学校長協
会特別支援学校部
会

規約による
特別支援教育の振興、教育上
の調査研究並びに特別支援教
育への世論喚起

40,000 R6.7.12

5
中部地区特別支援学
校肢体不自由教育校
長会会費

R6.9.30

7
全国特別支援学校肢
体不自由教育校長会
会費

全国特別支援学校
肢体不自由教育校
長会

会則による
肢体不自由児の教育・学校の
管理運営に関する調査研究

15,000

内訳別途資料のとおり 88,500

R6.8.6

8
全国高等学校教頭・
副校長会会費

全国高等学校教
頭・副校長会

規約による
高等学校教育の進展に資する
学校運営のための調査・研究

90,000

計 9件 618,000

9 会議参加等負担金 3件
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円

75,000

会議参加費等負担金内訳
（令和６年度）

（令和６年９月30日現在）

整理
番号

負担金名 交付先

R6.9.27

負担根拠 事業内容

一般社団法人静岡
県安全運転管理協
会

開催通知 安全運転管理者の資質向上 4,500

負担金額
支　出
年月日

R6.5.31

第70回全国肢体不自
由教育研究協議会参
加費

株式会社日本旅行
熊本支店

開催通知
研究協議会、文部科学省講話、
講演、分科会

9,000

1
全国特別支援学校長
研究大会参加費

全国特別支援学校
長会

開催通知
全国特別支援学校長会総会・文
部科学省行政説明・講演会・専
門委員別研究協議会等

R6.9.6

3
安全運転管理者講習
受講料

計 3件 88,500

2
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当初額 変更増減額 計

円 円 円 円

　　合　　計 1 件 4,279,000 4,048,000 99,000 4,147,000

令和６年度中は該当なし

4,147,0004,048,000 99,0001
教育管理費
工事請負費

令和５年度
中央特別支援学校
教室棟小学部職員
室等屋上防水修繕
工事

静岡市葵区
漆山地内

4,279,000

建　　　　築　　　　工

整理
番号

予算科目 工事名 工事箇所
当　　初
設計金額

契約金額
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円

4,147,000

―

令達年月日
　6. 2.29
支払年月日
　6. 4.30

指名
　株式会社
　建装

  6. 3.11
  6. 3.29

4,147,000
屋上防水修繕工事
・小学部職員室屋上
・渡り廊下屋上

契約締
結方法

受注者
着手完成
(予定）年

月日

　事　　　調
　
　

（令和５年度）

摘　　　要支出済額 工事概要
公有財産

台帳
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（令和５年度）

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

千円 千円 千円 千円

175,036 0 19,193 155,843

立木竹 98本 2,280 98本 2,280

6,157.74㎡ 6,157.74㎡

9,184.20㎡ 9,184.20㎡

工作物 91個 136,875 8,973 91個 127,902
減は価
格改定

193 0 0 193

電話加入権 4件 193 4件 193

（令和６年度）
（令和６年９月30日現在）

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

千円 千円 千円 千円

155,843 0 0 155,843

立木竹 98本 2,280 98本 2,280

6,157.74㎡ 6,157.74㎡

9,184.20㎡ 9,184.20㎡

工作物 91個 127,902 91個 127,902

193 0 0 193

電話加入権 4件 193 4件 193

公有財産調

区分

令和５年３月31日
現　　在

増 減
令和６年３月31日

現　　在
摘要

行政財産

25,661
減は価
格改定

公有財産に準ずるもの

区分

令和６年３月31日
現　　在

増 減
令和６年９月30日

現　　在
摘要

建物 35,881 10,220

公有財産に準ずるもの

建物 25,661 25,661

行政財産
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借地借家等調 

                                 （令和６年９月30日現在） 

整理 

番号 区分 種別 所在地 
地 目 数量又 

は面積 

借 料 契 約 

期 間 

所有者又 

は契約者 

  氏名 

用 途 
台帳 現況 単 価 年 額 

１ 土地 学校 

敷地 

静岡市 

葵区 

漆山777 

学校

用地 

学校

用地 19,029.00㎡

    円 

 

    円 

無償  6. 4. 1

11. 3.31

地方独立行

政法人静岡

県立病院機

構 

 

学校敷地 

２ 土地 架橋 

敷地 

静岡市 

葵区 

漆山 

719-2 

普通 

河川 

普通 

河川 99.50㎡
円 円

無償 

 

 5. 4. 1

10. 3.31
静岡市長 

 

通行のため 

の架橋 

３ 建物 事務

所建 

静岡市 

葵区 

漆山886 

 

鉄筋ｺﾝ

ｸﾘｰﾄ

2、3階

建 

鉄筋ｺﾝ

ｸﾘｰﾄ

2、3階

建 

借受 

442.30㎡

延べ 

30,777.90㎡

無償 

 

6. 4. 1

7. 3.31

独立行政法

人国立病院

機構静岡て

んかん・神

経医療セン

ター院長 

 

病弱学級 

(院内学級) 

運営 

 
計 

    
19,570.80㎡  

0円
   

 

様式第２６号－２ 

事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調 

（令和６年９月30日現在） 

区

分 

事業名 

又は 

契約名 
内   容 契約額 

(契約額の年度別内訳) 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

長 

期 

継 

続 

契 

約 

給食 

業務 

学校給食及び寄

宿舎舎食の学校

の計画に基づく

調理・配膳 

(契約日)2.8.3 

61,617,600 13,692,800 20,539,200 20,539,200 6,846,400  

  

給食 

業務 

学校給食及び寄

宿舎舎食の学校

の計画に基づく

調理・配膳 

(契約日)5.7.31 

62,700,000    13,933,128 20,900,088 20,900,088 6,966,696 

スクー

ルバス

運行管

理業務 

スクールバス３

台の運転・管理

業務 

(契約日)3.4.1 

46,728,000  15,576,000 15,576,000 15,576,000  

  

スクー

ルバス

運行管

理業務 

スクールバス３

台の運転・管理

業務 

(契約日)6.4.1 

45,738,000     15,246,000 15,246,000 15,246,000 

通学バ

ス輸送

業務 

児童・生徒の通

学時の送迎 

（バス１台） 

(契約日)4.6.20 

32,549,000   9,185,000 11,682,000 11,682,000 
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行政財産貸付・使用許可調 

                                  （令和６年９月30日現在） 

 整理 

 番号 

 

 区分 

 

 

 種別 

 

 

 所在地 

 

地 目 
 数量又 

 は面積 

貸付料又は 

使 用 料 

貸付又は 

使用許可 

期  間 

貸付又は使用許

可を受けた者の

氏名 

貸付・使用 

許可目的 
台帳 

現況  単価  年額 

      円 円   

１ 建物 
事務 

所建 

静岡市葵区

漆山777 

鉄筋コンク

リート造陸

屋根 

0.03㎡  免除 

  2. 4. 1 

  ～ 

  7. 3.31 

静岡市長 

防災行政無線

戸別受信機設

置 

合計 
   

0.03㎡ 
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               主 要 備 品 調 

                                   （令和６年９月30日現在） 
 
整理 
番号 

区     分 
品 名 ・ 規 格 利 用 状 況 購 入 

年 月 
購 入 金 額   

大・中 小 

１ 02-02 放 送 装 置             非常放送機 WL7050/360 非常時の放送連絡に使
用 

平成 

9. 11 2,698,500 

２ 02-01 その他の情報処理機器 校内LANサーバー一式 
授業及び事務処理のた
め毎日使用 
（年間250日） 

平成 

13. 3 2,289,000 

３ 01-13 調 理 器 具 
 
コンベクションオーブン 

給食調理のため毎日使
用（年間190日程度） 平成 

19. 9 1,995,000 

４ 06-09 木工 用機械 
自動一面かんな盤 
1010 × 900 × 1065 

授業・校内修理のため
使用(年間150日程度) 
 

平成 

24. 3 1,709,400 

５ 01-01 平 机             
 
会議用机 TNR 268ELR 

会議のため毎日使用
(年間200日) 
 

平成 

8. 1 1,545,000 

６ 01-14 エアコンディショナー 天井吊形ツイン同時マルチ型 
授業の際夏季、冬季 
は毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

19. 3 1,535,100 

７ 01-14 エアコンディショナー 天井吊形ツイン同時マルチ型 
授業の際夏季、冬季 
は毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

21. 7 1,522,500 

８ 01-14 
ガスヒートポンプ式 

冷暖房機 

ＧＨＰ式天井吊形ツイン同時 

マルチ型 

授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

20. 6 1,470,000 

９ 01-14 エアコンディショナー 天井吊形ツイン同時マルチ型 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

15.12 1,459,500 

10 01-14 エアコンディショナー 天井吊形ツイン同時マルチ型 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

15. 3 1,449,000 

11 01-14 エアコンディショナー 天井吊形ツイン同時マルチ型 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

15. 8 1,449,000 

12 01-14 エアコンディショナー 天井吊形 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

17. 3 1,426,950 

13 02-02 放 送 装 置             体育館放送装置 
体育館での行事の都度
使用 平成 

8. 3 1,344,356 

14 02-02 放 送 装 置             校内放送装置 生徒放送の都度使用 平成 

9. 3 1,289,085 

15 01-13 その他の厨房器具 消毒保管機 
給食用食器保管のため
毎日使用 
（年間190日程度） 

平成 

23. 3 1,260,000 

16 06-04 発電気電動機 
発電気電動機DCA-13LS 

三相単相切替式200V 

 
非常用として常時使用 平成 

24. 3 1,186,500 

17 01-14 エアコンディショナー 天井吊形 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

19.10 1,152,900 

18 01-14 エアコンディショナー 天井吊形 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

18. 7 1,144,500 

19 01-01 平 机             会議用机 
校長室の会議、応接で
毎日使用 平成 

5. 3 1,143,300 

20 01-14 エアコンディショナー 天井吊形 
授業の際夏季、冬季は
毎日使用 
(年間100日程度) 

平成 

20. 3 976,500 

21 
 

01-13 食品食器洗浄機 食器洗浄機 
給食調理のため毎日使
用（年間190日程度） 平成 

22. 8 

 

976,500 
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公務中の事故等に関する調 

 

１ 現金、財産及び占有動産の亡失・損傷事故 

  該当なし 

 

２ 公務災害（通勤災害を含む｡) 

番 

号 

受傷 

年月日 
職名 

認定 

年月日 

治癒 

年月日 
事故等の概要とその後の状況 

１ 
令和６年 

５月24日 
教諭 

令和６年 

７月30日 

令和６年 

８月28日 

教室で児童と帰りの会の準備をし

ていたところ、ホワイトボードに

貼られていた小型のマグネットボ

ードが落下したため、受け止めよ

うとして手を出した際、ボードの

角が親指に刺さり負傷した。直ち

に病院受診し、左拇指挫創と診断

された。 

  

３ 公務中における交通事故 

 (1) 発生状況 

区 分 件 数 

事故の内訳 

加害事故 

（過失割合50％超） 

被害事故 

（過失割合50％以下） 

その他 

(過失割合が不明なもの等) 

令和３年度 １件 １件 ０件 ０件 

令和４年度 ０件 ０件 ０件 ０件 

令和５年度 ０件 ０件 ０件 ０件 

令和６年度 ０件 ０件 ０件 ０件 
 

 (2) 監査対象期間中の事故 

   該当なし 

 

４ その他 

  該当なし 
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工事中の事故に関する調 

 

１ 工事中の事故発生状況（年度単位で記載する） 

（令和６年９月30日 現在） 

区分 

第三者事故 工事等の関係者事故 もらい事故 

件数 死亡 重傷 軽傷 損害のみ 件数 死亡 重症 重症以外 件数 死傷 

令和４年度 ０件 ０人 ０人 ０人 ０件 ０件  ０人 ０人  ０人 ０件 ０人 

令和５年度 ０件 ０人 ０人 ０人 ０件 ０件  ０人 ０人  ０人 ０件 ０人 

令和６年度 ０件 ０人 ０人 ０人 ０件 ０件  ０人 ０人  ０人 ０件 ０人 
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（令和６年９月30日現在）

整理
番号 職    名 氏   名 事務分担 住　所 勤務年数 摘              要

1 校長 高橋　和彦 □□□ □年□月 □□□　□□□

2 副校長 大石　真未 □□□ □年□月 □□□　□□□

3 教頭 池谷　佳代子 □□□ □年□月 □□□　□□□

4 事務長 加藤　等 □□□ □年□月 □□□　□□□

5 教諭 鈴木　美由紀 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

6 教諭 沼本　晃子 高等部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

7 教諭 藤原　修 寮務主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

8 教諭 中山　欣子
高等部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

9 教諭 赤羽　睦子
中学部3年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

10 教諭 塚本　裕子 中学部1年主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

11 教諭 仁科　仁美
地域支援連携
課長

□□□ □年□月 □□□　□□□

12 教諭 杉浦　加津代 小学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

13 教諭 鈴木　良昌
中学部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

14 教諭 門松　三郎 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

15 教諭 大木　智美
総務課長･訪
問学級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

16 教諭 市川　靖敏 高等部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

17 教諭 増田　悦子
中学部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

18 教諭 久島　由紀恵 病弱学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

19 教諭 山本　知美 自立活動主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

20 教諭 大林　裕子 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

21 教諭 河原﨑　文見
高等部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

22 教諭 美尾　陽子
訪問・病弱主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

23 教諭 深澤　美樹 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

24 教諭 阿部　理抄
高等部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

25 教諭 鈴木　参
小学部4年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

26 教諭 梅田　祐子
中学部2年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

27 教諭 揚張　哲弥 高等部主事 □□□ □年□月 □□□　□□□

28 教諭 柳田　智恵子
小学部4年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

29 教諭 宮原　浩寿
小学部6年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

30 教諭 鈴木　雅義
小学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

31 教諭 藤原　あや
中学部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

32 教諭 篠原　禎治
図書主任･小学
部3年学級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

33 教諭 青山　香 自立活動 □□□ □年□月 □□□　□□□

34 教諭 末澤　康至 高等部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

職　員　調
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整理
番号 職    名 氏   名 事務分担 住　所 勤務年数 摘              要

35 教諭 長谷部　千恵 中学部主事 □□□ □年□月 □□□　□□□

36 教諭 高木　美保子 高等部2年 □□□ □年□月 □□□　□□□

37 教諭 望月　輝 研修主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

38 教諭 江間　美千代 生徒指導主事 □□□ □年□月 □□□　□□□

39 教諭 國宗　久男
体育課長･小学
部5年学級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

40 教諭 豊田　香奈子
小学部5年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

41 教諭 秦　武司
小学部6年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

42 教諭 髙森　美穂 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

43 教諭 小泉　茜 小学部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

44 教諭 植田　佐知子 小学部2年主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

45 教諭 牧野　葉子 病弱学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

46 教諭 本間　久貴
高等部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

47 教諭 鎌田　祥吾 進路指導主事 □□□ □年□月 □□□　□□□

48 教諭 永井　裕子
小学部1年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

49 教諭 横林　奈津美 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

50 教諭 鶴田　奈緒美
中学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

51 教諭 田中　佳世
小学部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

52 教諭 原川　智幸
高等部3年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

53 教諭 望月　葉子
医療的ケア課
長

□□□ □年□月 □□□　□□□

54 教諭 外山　真吾 小学部主事 □□□ □年□月 □□□　□□□

55 教諭 山中　希美
小学部6年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

56 教諭 山本　良子
高等部1年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

57 教諭 佐藤　つかさ
中学部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

58 教諭 峯山　育恵 中学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

59 教諭 平野　恵子
中学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

60 教諭 中村　澄子
高等部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

61 教諭 山田　勝之 教務主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

62 教諭 木村　久美 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

63 教諭 小林　菜摘子
小学部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

64 教諭 西河　誠
高等部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

65 教諭 三浦　良子
小学部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

66 教諭 岸本　舞
中学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

67 教諭 伊藤　有希子
高等部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

68 教諭 青柳　香菜 中学部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

69 教諭 久永　恭子
小学部5年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

70 教諭 竹内　佳奈 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

71 教諭 外園　愛梨 自立活動 □□□ □年□月 □□□　□□□
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整理
番号 職    名 氏   名 事務分担 住　所 勤務年数 摘              要

72 教諭 原田　由香 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

73 教諭 熊澤　直輝 防災課長 □□□ □年□月 □□□　□□□

74 教諭 牧野　路子
小学部5年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

75 教諭 内藤　裕徳
中学部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

76 教諭 紅林　恭兵
高等部2年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

77 教諭 伊藤　里奈
小学部3年主
任

□□□ □年□月 □□□　□□□

78 教諭 松本　明日香 小学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

79 教諭 川瀬　温子 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

80 教諭 齋藤　ちひろ 訪問学級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

81 教諭 村松　菜々 訪問学級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

82 教諭 小町　美江 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

83 教諭 小嶋　幸恵 保健主事 □□□ □年□月 □□□　□□□

84 教諭 堀　勇至
高等部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

85 教諭 市脇　紅美
給食主任・小
学部2年学級

□□□ □年□月 □□□　□□□

86 教諭 須永　暢子 訪問学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

87 教諭 栗田　瞳 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

88 教諭 赤堀　裕基
高等部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

89 教諭 北河　知葉 小学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

90 教諭 横澤　真奈 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

91 教諭 滝本　里夏 小学部6年 □□□ □年□月 □□□　□□□

92 教諭 山中　茉美 訪問学級主任 □□□ □年□月 □□□　□□□

93 教諭 伊藤　歩美 小学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

94 教諭 松浦　颯司 病弱学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

95 教諭 杉山　愛以 中学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

96 教諭 宅和　沙紀 中学部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

97 教諭 植田　康頌
小学部5年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

98 教諭 望月　美乃里 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

99 教諭 伊藤　元規
高等部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

100 教諭 久保田　祐香
中学部2年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

101 教諭 不二　宏伸
高等部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

102 教諭 安本　夏乃 小学部4年 □□□ □年□月 □□□　□□□

103 教諭 鈴木　真実
高等部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

104 教諭 近藤　洋史
小学部4年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

105 教諭 秋山　可南子 中学部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

106 教諭 松村　拓馬
小学部6年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

107 教諭 森　郁佳
小学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

108 教諭 青島　摩子
小学部4年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□
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整理
番号 職    名 氏   名 事務分担 住　所 勤務年数 摘              要

109 教諭 多々良　祐人
情報教育課
長･中学部2年

□□□ □年□月 □□□　□□□

110 教諭 吉岡　秀隆 病弱学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

111 教諭 磯部　光里
小学部4年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

112 教諭 中田　懐仁 中学部2年 □□□ □年□月 □□□　□□□

113 教諭 中村　杏佳
小学部1年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

114 教諭 山本　駿 中学部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

115 教諭 角屋　英一
小学部6年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

116 教諭 芹澤　久訓
高等部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

117 教諭 白川　怜旺
中学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

118 教諭 三原　颯太
小学部5年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

119 教諭 小野田　綺更
小学部3年学
級主任

□□□ □年□月 □□□　□□□

120 教諭 高橋　美羽 小学部5年 □□□ □年□月 □□□　□□□

121 養護教諭 法月　麻里 養護保健 □□□ □年□月 □□□　□□□

122 養護教諭 荒木　悠里 養護保健 □□□ □年□月 □□□　□□□

123 主任寄宿舎指導員 河﨑　浩幸 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

124 寄宿舎指導員 神尾　静香 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

125 寄宿舎指導員 森　貴司 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

126 寄宿舎指導員 足木　優彦 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

127 寄宿舎指導員 小杉　泰紀 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

128 寄宿舎指導員 望月　渓子 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

129 寄宿舎指導員 望月　一輝 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

130 主査 梅林　美佐緒 事務 □□□ □年□月 □□□　□□□

131 主査 有渡山　健雄 事務 □□□ □年□月 □□□　□□□

132 主任 原　美佑 事務 □□□ □年□月 □□□　□□□

133 主事 鎌倉　梨沙 事務 □□□ □年□月 □□□　□□□

134 主査 齊藤　朋美 給食 □□□ □年□月 □□□　□□□

3年6月平均年数　　　　
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整理
番号 職    名 氏   名 事務分担 住　所 勤務年数 摘              要

1 教諭（任） 大坊　典子 小学部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

2 教諭（任） 藤浪　礎之子 高等部2年 □□□ □年□月 □□□　□□□

3 教諭（任） 松永　佳代子 小学部4年 □□□ □年□月 □□□　□□□

4 教諭（任） 森本　亜矢乃 高等部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

5 教諭（任） 星　慎一郎 中学部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

6 教諭（任） 加藤　和樹 高等部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

7 教諭（任） 望月　敬未 小学部5年 □□□ □年□月 □□□　□□□

8 教諭（任） 山本　恭寛 高等部2年 □□□ □年□月 □□□　□□□

9 教諭（任） 竹田　知弘 訪問学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

10 教諭（任） 山口　可鈴 中学部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

11 寄宿舎指導員（任） 米倉　亜紀 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

12 教諭（臨） 澤入　高志 病弱学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

13 教諭（臨）
小野田　三四
郎

高等部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

14 教諭（臨） 海野　真美 小学部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

15 教諭（臨） 小松　和義 小学部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

16 教諭（臨） 伊藤　宏美 訪問学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

17 教諭（臨） 渋谷　亜樹 高等部級外 □□□ □年□月 □□□　□□□

18 教諭（臨） 福島　和美 訪問学級 □□□ □年□月 □□□　□□□

19 教諭（臨） 山田　悦代 小学部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

20 教諭（臨） 土田　温梓 高等部1年 □□□ □年□月 □□□　□□□

21 教諭（臨） 佐藤　秀平 中学部2年 □□□ □年□月 □□□　□□□

22 教諭（臨） 前川　瑞稀 中学部3年 □□□ □年□月 □□□　□□□

23 寄宿舎指導員（臨） 榎本　哲三 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

24 寄宿舎指導員（臨） 松下　三恵子 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

25 寄宿舎指導員（臨） 田中　浩洋 寄宿舎寮務 □□□ □年□月 □□□　□□□

26 非常勤講師 加藤　友紀 訪問教育 □□□ □年□月 □□□　□□□

27 非常勤講師 白瀧　夏子 訪問教育 □□□ □年□月 □□□　□□□

28 非常勤講師 増田　和子 社会人活用 □□□ □年□月 □□□　□□□

29 非常勤労務職員 鈴木　真由美 校内介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

30 非常勤労務職員 井上　由和子 校内介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

31 非常勤労務職員 眞田　愛 校内介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

32 非常勤労務職員 加藤　悦子 校内介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

33 非常勤労務職員 横尾　敦子 スクールバス添乗介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

34 非常勤労務職員 松永　智恵 スクールバス添乗介助 □□□ □年□月 □□□　□□□
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整理
番号 職    名 氏   名 事務分担 住　所 勤務年数 摘              要

35 非常勤労務職員 大村　嘉樹 スクールバス添乗介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

36 非常勤労務職員 武田　菜保子 スクールバス添乗介助 □□□ □年□月 □□□　□□□

37 非常勤労務職員 川村　俊夫 用務 □□□ □年□月 □□□　□□□

38 非常勤労務職員 望月　秋雄 用務 □□□ □年□月 □□□　□□□

39 非常勤嘱託員 武田　禎子 事務補助 □□□ □年□月 □□□　□□□

40 非常勤嘱託員 志村　いずみ 事務補助 □□□ □年□月 □□□　□□□

41 医療的ケア看護職員 足立　理咲子 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

42 医療的ケア看護職員 杉山　慶子 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

43 医療的ケア看護職員 稲葉　真希 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

44 医療的ケア看護職員 平松　珠見 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

45 医療的ケア看護職員 田村　秀美 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

46 医療的ケア看護職員 小林　なつ美 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

47 医療的ケア看護職員 小林　真穂 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

48 医療的ケア看護職員 塚本　秀子 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

49 医療的ケア看護職員 良知　理香 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

50 医療的ケア看護職員 山本　宜子 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

51 医療的ケア看護職員 尾関　裕子 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

52 医療的ケア看護職員 金本　亜季 看護師 □□□ □年□月 □□□　□□□

53 スクールカウンセラー 浜部　和子 スクールカウンセラー □□□ □年□月 □□□　□□□

54 健康管理医 山倉　慎二 □□□ □年□月 □□□　□□□

55 校　医 松林　朋子 内科 □□□ □年□月 □□□　□□□

56 校　医  羅　  錦營 眼科 □□□ □年□月 □□□　□□□

57 校　医 橋本　亜矢子 耳鼻科 □□□ □年□月 □□□　□□□

58 校　医 藤塚　秀樹 歯科 □□□ □年□月 □□□　□□□

59 薬剤師 上妻　充恵 薬剤師 □□□ □年□月 □□□　□□□
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（令和６年９月30日現在）

摘              要

0 人

17

43

34

24

11

5 再任用フル４人

134 平均年齢　41.7歳

　　４０歳以上５０歳未満

　　５０歳以上５６歳未満

　　５６歳以上６１歳未満

　　６１歳以上

計

　　３０歳以上４０歳未満

職員の年齢調

年　　　　　　齢 人　　員

　　２０歳未満

　　２０歳以上３０歳未満
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１　令和５年度受診状況

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　容 (1)　未受診の理由

産休・育休 ４人

139 人

143 人

100.0 ％

100.0 ％

２　令和６年度在籍者の健康管理区分結果

（１）　管理区分Ａ～Ｃ２該当者

Ａ □ 人
　　に対する措置状況

Ｂ １ □ 人

Ｂ ２ □ 人

Ｃ １ □ 人 （２）　未区分の理由

Ｃ ２ □ 人 ア 産休・育休 □人

Ｄ１ □（□） 人 イ 新規採用 □人

Ｄ２ □（□） 人 ウ □人

Ｄ３ □（□） 人 エ □人

□ 人合　　　　計

区分者計

未区分者数

□（□） 人

□ 人

受診者数

職 員 数

健　康　管　理

　受　　診　　状　　況

　受　　 　診　　　 率

　県 平 均 受 診 率

要経過観察

人　数

休養のため必要な期間、勤務を休止させ
る。

勤務時間を短縮し、時間
外、休日、宿日直勤務及び
長期又は遠方への出張をさ
ける。また、必要に応じ勤
務場所、勤務内容の変更を
行う。

要治療

健  康  管  理  区  分

要経過観察

要治療

要経過観察

勤務をほぼ平常に行ってよ
いが症状によっては、時間
外、休日、宿日直勤務及び
長期又は遠方への出張等勤
務に制限を加える必要があ
る。

平常の勤務でよい。

要治療

医療不要

自己都合によ
る未受診
その他
（　　　　）
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